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キャリア支援／基礎科目

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

131AC01 基礎ゼミ１～６ 
⼀般教養と社会⼈基礎⼒を 

⾝に付ける 

⼩宮 全  
濱 雄亮・⽥島 樹⾥奈 
宗像 俊輔・関 雄介  

佐古 仁志・⽥邉 友昭 

１年次通年 ４ 

科目区分 基 礎 キーワード 社会⼈基礎⼒、レポート、論⽂、チームワーク、履歴書 

ディプロマポリシーとの対応 1.  時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1.  ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 

オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 

教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

基礎ゼミは、交通、観光、経済・経営・情報などの専⾨知識を学ぶ上での基礎として必要とされる、⼀般教養と社会⼈
基礎⼒を⾝につけることを主たる⽬的としている。特に就職活動に必要な社会⼈基礎⼒や 2 年⽣の専⾨ゼミの卒業論⽂
を書くためのレポートの書き⽅や⾃由研究論⽂を通して、個々の成⻑と社会に通⽤する⼈材を育てます。 

到
達
目
標 

少⼈数制のメリットを最⼤限に活かしてアクティブワーク形式に授業を運営していきます。内容としては、1 年を通して
グループでの⾃由研究論⽂の調査・発表・執筆、前期は個⼈でのレポート作成や東交祭の準備、後期は、履歴書の書き
⽅を⾏います。社会⼈基礎⼒（前に踏み出す⼒、考え抜く⼒、チームで働く⼒）の向上と⾃由研究論⽂の作成と履歴書
の書き⽅を習得し 2 年⽣の専⾨ゼミの卒業論⽂への基礎を学ぶことを到達⽬標とします。 

講
義
内
容 

社会⼈基礎⼒は実社会で必要なコミュニケーション能⼒に重点が置かれており、また企業側からの要請が強く反映され
ているため、就職活動に臨む前に全員が⾝につけておくべきものと考えられます。前期は、グループによる⾃由研究論
⽂のテーマ設定、レポートの書き⽅、東交祭（学園祭の準備)を⾏いながら社会⼈基礎⼒を⾝につけます。後期では、⾃
由研究論⽂のアウトライン（構成）と発表、そして執筆作業、さらに履歴書を書くことによって、⼈を説得する⽂章の
書き⽅を学習します。 

講
義
)
*
+
,
-
. 

 

 タイトル 内容 

第１講 前期オリエンテーション 履修の説明、本学の歴史、⾃由研究論⽂と東交祭の役職説
明、⾃⼰紹介等 

第２講 ⾃由研究論⽂（１） グループ分けに向けて、学⽣同⼠が興味関⼼を伝え合う 

第３講 合同ゼミ（１） ⾃由研究論⽂の進め⽅、東交祭の説明 

第４講 ⾃由研究論⽂（２） 興味関⼼のあることを書く 

第５講 ⾃由研究論⽂（３） グループ分けとテーマの検討 

第６講 ⾃由研究論⽂(４) 
東交祭の準備（１） 

⽂献の調査、資料の調査 
企画作成（第３希望まで決める） 

第７講 レポートの書き⽅（１） レポートを読む 

第８講 東交祭の準備（２） 企画の具体化 

第９講 レポートの書き⽅（２） ⾃由研究論⽂のテーマに沿ったレポートを各⾃で作成する 

第10講 ⾃由研究論⽂（５） テーマの仮決定 

第11講 ⾃由研究論⽂（６） 
東交祭の準備（３） ビブリオバトル(ゼミ内で⽂献紹介) 

第12講 ⾃由研究論⽂（７） アウトラインの作成・決定（序論・本論・結論を決める） 

第13講 レポートの書き⽅（３） レポートの発表 

第14講 東交祭の準備（４） 当⽇のオペレーションと注意事項の確認 

第15講 前期まとめ ⾃由研究論⽂で各⾃が夏休み中にやることを決める 

キャリア支援/基礎科目 

 

第16講 後期オリエンテーション 夏休みの報告、東交祭の結果報告 

第17講 ⾃由研究論⽂（８） 論⽂の書き⽅①基礎ゼミワークブックを利⽤した学習 

第18講 ⾃由研究論⽂（９） アウトラインの作成と発表 

第19講 ⾃由研究論⽂（１０） 論⽂の書き⽅②問題提起の設定の仕⽅ 

第20講 履歴書を書く（１） 共通プリントを利⽤した説明 

第21講 ⾃由研究論⽂（１１） 論⽂の書き⽅③学⽣論⽂集読み、論⽂の形の確認。 

第22講 ⾃由研究論⽂（１２） 論⽂の書き⽅④注意すべき⽂章表現など 

第23講 履歴書を書く（２） 履歴書を書いてみる 

第24講 履歴書を書く（３） 各⾃の履歴書を発表・批評 

第25講 ⾃由研究論⽂（１３） 論⽂の執筆 

第26講 合同ゼミ（２） 履歴書を書く（４）⼈を説得する⽂章の書き⽅の講評会 

第27講 ⾃由研究論⽂（１４） ゼミ内での発表 

第28講 ⾃由研究論⽂（１５） 論⽂執筆 

第29講 合同ゼミ（３） ⾃由研究の仮提出と発表 

第30講 まとめ 論⽂の提出 

指導方法 

演習形式で進め、⾃由研究論⽂に関する⽂献調査、グループワーク（テーマ設定やアウトラインの作成、
ディベートなど）、研究発表、履歴書の書き⽅などを⾏います。グループワークが中⼼になるので、積
極的な参加が求められます。個⼈では、2 年⽣の卒業論⽂執筆に向けて、前期はレポートの書き⽅を学
び、提出、後期は、⾃由研究論⽂の作成を重視します。 

事前学習 

⾃由研究論⽂・レポートを執筆するための調査活動、グループ、ゼミでの打ち合わせ、東交祭の模擬店
準備、履歴書の執筆など、教員の指⽰に従って、発表や実⾏をするための準備を⾏う必要があります。
1時間 30 分程度の事前学習時間を⾒込みます。 

事後学習 
授業後に、⾃由研究論⽂、レポート、履歴書などの発表時に指摘されたことを取り⼊れ、更に情報収集、
調査、⾒直しをしていきます。1時間 30 分程度の事後学習時間を⾒込みます。 

成績評価方法 
平常点（授業内課題、発表、議論への参加等）60%、⾃由研究論⽂ 40%を総合して評価します。 
なお、⾃由研究論⽂・レポートの提出、東交祭の参加は必須です。 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃メールへフィードバックをします。 

テキスト 『基礎ゼミワークブック』東京交通短期⼤学 （授業内で配布予定） 

参考文献 特になし  

実務家教員によ

る授業 
 

教 員 

経 歴  

特記事項 オリエンテーション時に、プレイスメントテストによるクラス分けを⾏います。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

131AC01 基礎ゼミ１～６ 
⼀般教養と社会⼈基礎⼒を 

⾝に付ける 

⼩宮 全  
濱 雄亮・⽥島 樹⾥奈 
宗像 俊輔・関 雄介  

佐古 仁志・⽥邉 友昭 

１年次通年 ４ 

科目区分 基 礎 キーワード 社会⼈基礎⼒、レポート、論⽂、チームワーク、履歴書 

ディプロマポリシーとの対応 1.  時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1.  ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 

オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 

教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

基礎ゼミは、交通、観光、経済・経営・情報などの専⾨知識を学ぶ上での基礎として必要とされる、⼀般教養と社会⼈
基礎⼒を⾝につけることを主たる⽬的としている。特に就職活動に必要な社会⼈基礎⼒や 2 年⽣の専⾨ゼミの卒業論⽂
を書くためのレポートの書き⽅や⾃由研究論⽂を通して、個々の成⻑と社会に通⽤する⼈材を育てます。 

到
達
目
標 

少⼈数制のメリットを最⼤限に活かしてアクティブワーク形式に授業を運営していきます。内容としては、1 年を通して
グループでの⾃由研究論⽂の調査・発表・執筆、前期は個⼈でのレポート作成や東交祭の準備、後期は、履歴書の書き
⽅を⾏います。社会⼈基礎⼒（前に踏み出す⼒、考え抜く⼒、チームで働く⼒）の向上と⾃由研究論⽂の作成と履歴書
の書き⽅を習得し 2 年⽣の専⾨ゼミの卒業論⽂への基礎を学ぶことを到達⽬標とします。 

講
義
内
容 

社会⼈基礎⼒は実社会で必要なコミュニケーション能⼒に重点が置かれており、また企業側からの要請が強く反映され
ているため、就職活動に臨む前に全員が⾝につけておくべきものと考えられます。前期は、グループによる⾃由研究論
⽂のテーマ設定、レポートの書き⽅、東交祭（学園祭の準備)を⾏いながら社会⼈基礎⼒を⾝につけます。後期では、⾃
由研究論⽂のアウトライン（構成）と発表、そして執筆作業、さらに履歴書を書くことによって、⼈を説得する⽂章の
書き⽅を学習します。 

講
義
)
*
+
,
-
. 

 

 タイトル 内容 

第１講 前期オリエンテーション 履修の説明、本学の歴史、⾃由研究論⽂と東交祭の役職説
明、⾃⼰紹介等 

第２講 ⾃由研究論⽂（１） グループ分けに向けて、学⽣同⼠が興味関⼼を伝え合う 

第３講 合同ゼミ（１） ⾃由研究論⽂の進め⽅、東交祭の説明 

第４講 ⾃由研究論⽂（２） 興味関⼼のあることを書く 

第５講 ⾃由研究論⽂（３） グループ分けとテーマの検討 

第６講 ⾃由研究論⽂(４) 
東交祭の準備（１） 

⽂献の調査、資料の調査 
企画作成（第３希望まで決める） 

第７講 レポートの書き⽅（１） レポートを読む 

第８講 東交祭の準備（２） 企画の具体化 

第９講 レポートの書き⽅（２） ⾃由研究論⽂のテーマに沿ったレポートを各⾃で作成する 

第10講 ⾃由研究論⽂（５） テーマの仮決定 

第11講 ⾃由研究論⽂（６） 
東交祭の準備（３） ビブリオバトル(ゼミ内で⽂献紹介) 

第12講 ⾃由研究論⽂（７） アウトラインの作成・決定（序論・本論・結論を決める） 

第13講 レポートの書き⽅（３） レポートの発表 

第14講 東交祭の準備（４） 当⽇のオペレーションと注意事項の確認 

第15講 前期まとめ ⾃由研究論⽂で各⾃が夏休み中にやることを決める 
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第16講 後期オリエンテーション 夏休みの報告、東交祭の結果報告 

第17講 ⾃由研究論⽂（８） 論⽂の書き⽅①基礎ゼミワークブックを利⽤した学習 

第18講 ⾃由研究論⽂（９） アウトラインの作成と発表 

第19講 ⾃由研究論⽂（１０） 論⽂の書き⽅②問題提起の設定の仕⽅ 

第20講 履歴書を書く（１） 共通プリントを利⽤した説明 

第21講 ⾃由研究論⽂（１１） 論⽂の書き⽅③学⽣論⽂集読み、論⽂の形の確認。 

第22講 ⾃由研究論⽂（１２） 論⽂の書き⽅④注意すべき⽂章表現など 

第23講 履歴書を書く（２） 履歴書を書いてみる 

第24講 履歴書を書く（３） 各⾃の履歴書を発表・批評 

第25講 ⾃由研究論⽂（１３） 論⽂の執筆 

第26講 合同ゼミ（２） 履歴書を書く（４）⼈を説得する⽂章の書き⽅の講評会 

第27講 ⾃由研究論⽂（１４） ゼミ内での発表 

第28講 ⾃由研究論⽂（１５） 論⽂執筆 

第29講 合同ゼミ（３） ⾃由研究の仮提出と発表 

第30講 まとめ 論⽂の提出 

指導方法 

演習形式で進め、⾃由研究論⽂に関する⽂献調査、グループワーク（テーマ設定やアウトラインの作成、
ディベートなど）、研究発表、履歴書の書き⽅などを⾏います。グループワークが中⼼になるので、積
極的な参加が求められます。個⼈では、2 年⽣の卒業論⽂執筆に向けて、前期はレポートの書き⽅を学
び、提出、後期は、⾃由研究論⽂の作成を重視します。 

事前学習 

⾃由研究論⽂・レポートを執筆するための調査活動、グループ、ゼミでの打ち合わせ、東交祭の模擬店
準備、履歴書の執筆など、教員の指⽰に従って、発表や実⾏をするための準備を⾏う必要があります。
1時間 30 分程度の事前学習時間を⾒込みます。 

事後学習 
授業後に、⾃由研究論⽂、レポート、履歴書などの発表時に指摘されたことを取り⼊れ、更に情報収集、
調査、⾒直しをしていきます。1時間 30 分程度の事後学習時間を⾒込みます。 

成績評価方法 
平常点（授業内課題、発表、議論への参加等）60%、⾃由研究論⽂ 40%を総合して評価します。 
なお、⾃由研究論⽂・レポートの提出、東交祭の参加は必須です。 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃メールへフィードバックをします。 

テキスト 『基礎ゼミワークブック』東京交通短期⼤学 （授業内で配布予定） 

参考文献 特になし  

実務家教員によ

る授業 
 

教 員 

経 歴  

特記事項 オリエンテーション時に、プレイスメントテストによるクラス分けを⾏います。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC02 キャリアデザイン 就職活動に向けての準備講座 ⽥邉 友昭 他 １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 就職活動スケジュール、⾃⼰分析、企業研究、エントリーシート、⾯接 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4. 地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

来年 3 ⽉の就職開始に向けて、就職活動のスケジュールの把握、就職活動には何が必要か(⾃⼰ PR、企業研究、エントリーシ
ート、履歴書、⾯接対策など)を理解します。そのうえで、⾼校⽣の就活とは違い、⾃分で各就職サイトや企業の採⽤ページを
読み込み、情報収集を⾏うことの重要性を伝えます。そして、⾃律して⾏動していけるように⽀援していきます。 

到
達
目
標 

就職活動に必要な情報を整理して、各⾃で 2 年間の就職活動スケジュールを作成します。また、就職活動に必要なもの(⾃⼰
PR、企業研究、エントリーシート、履歴書、⾯接対策など)の概要的なところを⾝につけさせます。 

講
義
内
容 

1 年⽣向けの就職活動基礎講座です。就職活動スケジュール、⾃⼰分析、企業研究、エントリーシート、履歴書、グループディ
スカッション、⾯接/グループ、個別、オンラインなどの概要を教えます。鉄道企業をはじめとした交通関連企業への就職に必
要な知識を講義します。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 昨年度の就職・編⼊学実績の確認 
第２講 スケジュールと選考内容 就職活動スケジュール・主な選考試験の内容(適性検査など) 
第３講 鉄道企業と職種 ⾃分の知っている企業・主な鉄道企業の職種 
第４講 就職活動の⽅法 就職活動 ⾼校⽣との違い。 
第５講 応募書類の種類 履歴書とエントリーシート、その他の必要書類 
第６講 職業⼈⽣を考える 駅務員・⾞掌・運転⼠ 
第７講 働く意義を考える 企業が求める⼈材像を知る 
第８講 就活サイトを知る マイナビ・リクナビ。キャリタスなど 
第９講 インターンシップ インターンシップへの応募の準備 
第10講 ⾃⼰分析 ⾃分を売り込むために何が必要か 
第11講 志望理由 企業の求める⼈材像と⾃分の強み 
第12講 エントリーシート エントリーシートは何を求められているのか 
第13講 ⾯接 ⾯接/グループ、個別、オンラインなど 
第14講 就職活動の計画作成 来年 3 ⽉に向けて 
第15講 まとめ 志望企業とその対策 

指導方法 
講義形式の他、ワークシートへの記⼊等を通して情報収集⼒を⾝につけます。資料は毎回、授業開始時に配
布します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、次回の内容について⾃分が何を知りたいのかを考えてください。そして、質問を
10 個以上⽤意してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業の内容を就職活動にどう活かすのか、⾜りないことは何かを考えてください。
そして、感想・課題を整理してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 
各⾃のメールにフィードバックします。 

テキスト なし 
参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 卒業⽣・就職⽀援機関などの都合上、スケジュールが変わる場合があります。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC03 自己表現法 ⾃分らしさを知る ⽥邉 友昭 １年次前期 2 
科目区分 基 礎 キーワード 就活 ⾃⼰ PR  ⾃分らしさ 価値観 喜怒哀楽 成功体験 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー ⽕曜、⽔曜、⽊曜の授業以外の時間、前⽇までにメール予約してください。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

就職活動において重要なのは、「⾃分がどうしたいのか」「⾃分らしさをどう PR するか」ということです。本講義は、
「⾃分」を過去の判断基準などを具体的に知り、発⾒し、他⼈に伝えることをできるようになることが⽬的です。就職
活動は、正解探しではなく⾃分探しです。「⾃分」という商品の強み・弱みを知り、そのことをしっかりと相⼿に伝えて
いくことが⼤切になります。 

到
達
目
標 

就職活動で企業の⾯接官に聞かれることは、「⾃⼰ PR してください」「学⽣時代に⼒を⼊れたことを教えてください(ガ
クチカ)」「志望動機は何ですか」です。そのことを話すためには、「⾃分の⼈柄(どんな場⾯でどのような努⼒・⼯夫する
⼈なのか)」を理解しておくことが必要です。本講義では、⾃分が経験してきたことを具体的なエピソードで伝え、他⼈
に伝えることを⽬標とします。 

講
義
内
容 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、キャリアコンサルタント(国家資格)の経験を踏まえ、就職活動は、いかに「⾃分の⼈柄」を企
業の⾯接官に伝えられるかが勝負です。まずは教科書に出てくる登場⼈物がなぜそのような⾏動をとったのかを客観的に感じな
がら読み進めます。講義の後半では、⾃分⾃⾝の過去にとった⾏動について振り返り、⾃分の価値観を発⾒していきます。ま
た、グループで話し合うことで他⼈との価値観の違いを楽しみながら⾃分らしさを発⾒していきます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション ⾃分らしさの重要性 
第２講 教科書の輪読(1) 旅⽴ち・到着 
第３講 教科書の輪読(2) 選択  
第４講 教科書の輪読(3) 再会 
第５講 教科書の輪読(4) 溶解 
第６講 教科書の輪読(5) 受容 
第７講 教科書の輪読(6) 別れ・はじまり 
第８講 教科書の輪読(7) まとめ 
第９講 ⾃分の強みを⾒つける(1) ⾃分の歴史を知る 
第10講 ⾃分の強みを⾒つける(2) ⾃分の喜怒哀楽を知る 
第11講 ⾃分の強みを⾒つける(3) ⾃分の成功体験を分析する 
第12講 ⾃分の強みを⾒つける(4) ⾃分の Will  Can  Must から分析する 
第13講 ⾃分の強みを⾒つける(5) 就職活動イメージと⾃分らしさ 
第14講 駅務員の仕事 駅務員の接遇を知る 
第15講 まとめ ⾃⼰ PR を考える 

指導方法 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、キャリアコンサルタント(国家資格)の経験を踏まえ、教科書・資料の⾳読、
グループ内での話し合い・発表を中⼼に授業を進めます。同じ本を何度も読むことで感じ⽅が変わってきま
す。積極的に意⾒交換をしてください。 

事前学習 
教科書、参考書籍を何回も読み込んでください。1 回⽬、2 回⽬で違いがわかります。また、⾃分の歴史など
の宿題はしっかりやりましょう。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

事後学習 

授業で話し合ったことや感じたことを踏まえて、なぜ⾃分がそのような⾏動をとったのか、なぜそう考えた
のかを論理的に考えてみてください。教科書・参考書籍を読み⾃分を振り返ることで、就活に向けた⾃分の
強みを発⾒し⾔語化できるようになります。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

成績評価方法 平常点(グループワーク、発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにてフィードバックします。 

テキスト 林忠之『世界でたった⼀⼈の⾃分を幸せにする⽅法』(経済界) 
参考文献 林忠之『ライフコーチング ⾃分を強く育てる習慣』(パブラボ) 
実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989 年〜2004 年㈱リクルート、その後 2 社  
2009 年 1 ⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項  
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目
）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC02 キャリアデザイン 就職活動に向けての準備講座 ⽥邉 友昭 他 １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 就職活動スケジュール、⾃⼰分析、企業研究、エントリーシート、⾯接 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4. 地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

来年 3 ⽉の就職開始に向けて、就職活動のスケジュールの把握、就職活動には何が必要か(⾃⼰ PR、企業研究、エントリーシ
ート、履歴書、⾯接対策など)を理解します。そのうえで、⾼校⽣の就活とは違い、⾃分で各就職サイトや企業の採⽤ページを
読み込み、情報収集を⾏うことの重要性を伝えます。そして、⾃律して⾏動していけるように⽀援していきます。 

到
達
目
標 

就職活動に必要な情報を整理して、各⾃で 2 年間の就職活動スケジュールを作成します。また、就職活動に必要なもの(⾃⼰
PR、企業研究、エントリーシート、履歴書、⾯接対策など)の概要的なところを⾝につけさせます。 

講
義
内
容 

1 年⽣向けの就職活動基礎講座です。就職活動スケジュール、⾃⼰分析、企業研究、エントリーシート、履歴書、グループディ
スカッション、⾯接/グループ、個別、オンラインなどの概要を教えます。鉄道企業をはじめとした交通関連企業への就職に必
要な知識を講義します。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 昨年度の就職・編⼊学実績の確認 
第２講 スケジュールと選考内容 就職活動スケジュール・主な選考試験の内容(適性検査など) 
第３講 鉄道企業と職種 ⾃分の知っている企業・主な鉄道企業の職種 
第４講 就職活動の⽅法 就職活動 ⾼校⽣との違い。 
第５講 応募書類の種類 履歴書とエントリーシート、その他の必要書類 
第６講 職業⼈⽣を考える 駅務員・⾞掌・運転⼠ 
第７講 働く意義を考える 企業が求める⼈材像を知る 
第８講 就活サイトを知る マイナビ・リクナビ。キャリタスなど 
第９講 インターンシップ インターンシップへの応募の準備 
第10講 ⾃⼰分析 ⾃分を売り込むために何が必要か 
第11講 志望理由 企業の求める⼈材像と⾃分の強み 
第12講 エントリーシート エントリーシートは何を求められているのか 
第13講 ⾯接 ⾯接/グループ、個別、オンラインなど 
第14講 就職活動の計画作成 来年 3 ⽉に向けて 
第15講 まとめ 志望企業とその対策 

指導方法 
講義形式の他、ワークシートへの記⼊等を通して情報収集⼒を⾝につけます。資料は毎回、授業開始時に配
布します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、次回の内容について⾃分が何を知りたいのかを考えてください。そして、質問を
10 個以上⽤意してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業の内容を就職活動にどう活かすのか、⾜りないことは何かを考えてください。
そして、感想・課題を整理してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 
各⾃のメールにフィードバックします。 

テキスト なし 
参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 卒業⽣・就職⽀援機関などの都合上、スケジュールが変わる場合があります。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC03 自己表現法 ⾃分らしさを知る ⽥邉 友昭 １年次前期 2 
科目区分 基 礎 キーワード 就活 ⾃⼰ PR  ⾃分らしさ 価値観 喜怒哀楽 成功体験 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー ⽕曜、⽔曜、⽊曜の授業以外の時間、前⽇までにメール予約してください。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

就職活動において重要なのは、「⾃分がどうしたいのか」「⾃分らしさをどう PR するか」ということです。本講義は、
「⾃分」を過去の判断基準などを具体的に知り、発⾒し、他⼈に伝えることをできるようになることが⽬的です。就職
活動は、正解探しではなく⾃分探しです。「⾃分」という商品の強み・弱みを知り、そのことをしっかりと相⼿に伝えて
いくことが⼤切になります。 

到
達
目
標 

就職活動で企業の⾯接官に聞かれることは、「⾃⼰ PR してください」「学⽣時代に⼒を⼊れたことを教えてください(ガ
クチカ)」「志望動機は何ですか」です。そのことを話すためには、「⾃分の⼈柄(どんな場⾯でどのような努⼒・⼯夫する
⼈なのか)」を理解しておくことが必要です。本講義では、⾃分が経験してきたことを具体的なエピソードで伝え、他⼈
に伝えることを⽬標とします。 

講
義
内
容 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、キャリアコンサルタント(国家資格)の経験を踏まえ、就職活動は、いかに「⾃分の⼈柄」を企
業の⾯接官に伝えられるかが勝負です。まずは教科書に出てくる登場⼈物がなぜそのような⾏動をとったのかを客観的に感じな
がら読み進めます。講義の後半では、⾃分⾃⾝の過去にとった⾏動について振り返り、⾃分の価値観を発⾒していきます。ま
た、グループで話し合うことで他⼈との価値観の違いを楽しみながら⾃分らしさを発⾒していきます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション ⾃分らしさの重要性 
第２講 教科書の輪読(1) 旅⽴ち・到着 
第３講 教科書の輪読(2) 選択  
第４講 教科書の輪読(3) 再会 
第５講 教科書の輪読(4) 溶解 
第６講 教科書の輪読(5) 受容 
第７講 教科書の輪読(6) 別れ・はじまり 
第８講 教科書の輪読(7) まとめ 
第９講 ⾃分の強みを⾒つける(1) ⾃分の歴史を知る 
第10講 ⾃分の強みを⾒つける(2) ⾃分の喜怒哀楽を知る 
第11講 ⾃分の強みを⾒つける(3) ⾃分の成功体験を分析する 
第12講 ⾃分の強みを⾒つける(4) ⾃分の Will  Can  Must から分析する 
第13講 ⾃分の強みを⾒つける(5) 就職活動イメージと⾃分らしさ 
第14講 駅務員の仕事 駅務員の接遇を知る 
第15講 まとめ ⾃⼰ PR を考える 

指導方法 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、キャリアコンサルタント(国家資格)の経験を踏まえ、教科書・資料の⾳読、
グループ内での話し合い・発表を中⼼に授業を進めます。同じ本を何度も読むことで感じ⽅が変わってきま
す。積極的に意⾒交換をしてください。 

事前学習 
教科書、参考書籍を何回も読み込んでください。1 回⽬、2 回⽬で違いがわかります。また、⾃分の歴史など
の宿題はしっかりやりましょう。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

事後学習 

授業で話し合ったことや感じたことを踏まえて、なぜ⾃分がそのような⾏動をとったのか、なぜそう考えた
のかを論理的に考えてみてください。教科書・参考書籍を読み⾃分を振り返ることで、就活に向けた⾃分の
強みを発⾒し⾔語化できるようになります。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

成績評価方法 平常点(グループワーク、発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにてフィードバックします。 

テキスト 林忠之『世界でたった⼀⼈の⾃分を幸せにする⽅法』(経済界) 
参考文献 林忠之『ライフコーチング ⾃分を強く育てる習慣』(パブラボ) 
実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989 年〜2004 年㈱リクルート、その後 2 社  
2009 年 1 ⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項  
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC04 キャリア形成論 内定者・社会⼈から社会を知る ⽥邉 友昭 他 １年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 採⽤担当者、交通・観光関連企業、就活体験談、就活イメージ 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4. 地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 「キャリアデザイン」「⾃⼰表現法」 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

鉄道交通関連企業内定した先輩が、どのような気持ちで就職活動に臨み、どのように達成してきたのかを⾃分に置き換えて確認
する。そのうえで、⾃分が就職活動するときには、何が必要かを学ぶのが講義の⽬的です。より多くの先輩から、企業の⾯接官
が何を求めているのかを知り、就職活動のイメージを具体的にしていくことが重要です。3 ⽉以降の就職活動に向けて、しっか
りとイメージづくりをしていきましょう。 

到
達
目
標 

就職活動は、⾃分⾃⾝のことはもちろんですが、企業の⾯接官が何を考え、学⽣に何を求めているのかを考えることは⼤切で
す。内定を獲得した先輩の話から、「⾃分ならこうする」という就職活動をどう乗り切るかを考えていきましょう。そうするこ
とで、どんな準備が必要かも考えられます。 

講
義
内
容 

就職活動に向けて、体験者(2 年⽣内定者、卒業⽣など)や企業の⾯接官から情報をいか「⾃分ごと」ととらえていくかを考える
授業です。先輩たちが、就活前、就活中、内定後にどのような気持ちで過ごしたのか、⾯接官はなぜ質問するのかを踏まえて、
⾃分の就職活動に活かしていきましょう 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 今年度の就職活動の状況、ポイント 
第２講 鉄道会社の就職に関する資格 サービス介助⼠、英検・TOEIC 
第３講 就職活動を知る① JR 各社 運輸職の内定体験談 
第４講 就職活動を知る② JR 各社グループの内定体験談 
第５講 就職活動を知る③ 関東⼤⼿私鉄 運輸職の内定体験談 
第６講 就職活動を知る④ 関東⼤⼿私鉄 保線職の内定体験談 
第７講 就職活動を知る⑤ 地⽅鉄道の内定体験談 
第８講 就職活動を知る⑥ 公営鉄道の内定体験談 
第９講 就職活動を知る⑦ バス会社の内定体験談 
第10講 就職活動を知る⑧ 鉄道交通関連以外の内定体験談 
第11講 就職活動をイメージする どのように活動していくかを考える 
第12講 応募企業を考える 活動時期、応募企業、職種を考える 
第13講 就職活動に向けた課題 エントリーシート、⾯接対策など 
第14講 企業が求める⼈材像を知る 採⽤されるにはどのような⼈材になるのか 
第15講 まとめ 志望企業を分析する 

指導方法 
講義形式の他、ワークシートへの記⼊等を通して情報収集⼒を⾝につけます。資料は毎回、授業開始時に配
布します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、次回の内容について⾃分が何を知りたいのかを考えてください。そして、質問を
10 個以上⽤意してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業の内容を就職活動にどう活かすのか、⾜りないことは何かを考えてください。
そして、感想・課題を整理してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにフィードバックします。 

テキスト なし 

参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
 

教 員
経 歴 

 

特記事項 内定者・卒業⽣・企業⼈事担当者・就職⽀援機関などの都合上、スケジュールが変わる場合があります。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC05 ビジネスマナー ⾃⽴する社会⼈としての常識 ⽵内 由利⼦ １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード あいさつ ⾝だしなみ 敬語 接遇マナー ビジネスルール 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

ビジネスマナーは、ビジネスパーソンとして、適切な判断・⾏動ができるか、ふさわしい話し⽅（⾔葉遣い）やマ
ナーを理解し、使うことができているか、すなわち、ビジネス社会の基本ルールです。社会のルールを理解し実践
できることは、社会⼈として⾃⽴するための第⼀歩であり、⻑い職業⼈としての⼈⽣を歩む⾃信につながります。 

到
達
目
標 

社会⼈としての良識やマナーの基本を⾝につけ、適切な判断と⾏動ができるようにします。ビジネス実務マナー検
定試験 3 級合格レベルを⾝に着けます。 

講
義
内
容 

あいさつに始まり、ビジネスシーンにふさわしい⾔葉遣いや態度、物腰、⽴ち居振る舞い、正しい敬語の使い⽅は
もちろん、訪問・接客マナー、ビジネス⽂書、冠婚葬祭マナーなど、実践的に学びます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 あいさつと⾝だしなみ あいさつと所作、⾝だしなみの基本 
第２講 執務要件 働き⽅と仕事の基本 

ここをクリックまたはタップしてテキストを⼊⼒してくださ
い。 

第３講 話し⽅・聞き⽅の基本 ポイントと注意点、指⽰・忠告・注意の受け⽅ 
第４講 企業実務 組織の機能とビジネスツール 
第５講 ビジネス⽂書 決まりごとと管理 
第６講 ⾃⼰紹介 好印象な⾃⼰紹介、名刺交換：受け渡しと管理 
第７講 演習① 実技、ケーススタディ 
第８講 来客対応の基本 受付・案内・紹介 
第９講 敬語の使い⽅ 敬語の種類と基本ルール、敬語の使い分けと接遇表現 
第10講 演習② 実技、ケーススタディ 
第11講 電話対応の基本 受け⽅・かけ⽅・取り次ぎ⽅ 
第12講 演習③ 実技、ケーススタディ 
第13講 冠婚葬祭のマナー 慶事と弔事、⼀般的な交際 
第14講 演習④ 実技、ケーススタディ 
第15講 まとめ ケーススタディによる総復習 

指導方法 
講義内容は実技で確認しながらすすめ、実技は受講⽣同⼠で協⼒して⾏います。ビジネスマナーの基本を体
感しながら⾝につけます。また、ビジネス実務マナー検定 3 級の試験対策を⾏います。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）60％、平常点（参加・発表・発⾔）40％を⽬安に、検定試験結果も含め、総合判定します。 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内で解説します。 

テキスト 浅井 真紀⼦監修、『これ1冊でOK! 社会⼈のための基本のビジネスマナー』、2019、ナツメ社、ISBN 9784816366048 

参考文献 公益財団法⼈実務技能検定協会編 ビジネス実務マナー検定 3 級受験ガイド〈増補版〉 (978-4-7766-1241-4)、公
益財団法⼈実務技能検定協会編 ビジネス実務マナー検定 3 級実問題集(第 64 回〜第 68 回) (978-4-7766-1248-3) 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 毎時間、スーツ着用で出席してください。 
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義
要
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基
礎
科
目
）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC05 ビジネスマナー ⾃⽴する社会⼈としての常識 ⽵内 由利⼦ １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード あいさつ ⾝だしなみ 敬語 接遇マナー ビジネスルール 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

ビジネスマナーは、ビジネスパーソンとして、適切な判断・⾏動ができるか、ふさわしい話し⽅（⾔葉遣い）やマ
ナーを理解し、使うことができているか、すなわち、ビジネス社会の基本ルールです。社会のルールを理解し実践
できることは、社会⼈として⾃⽴するための第⼀歩であり、⻑い職業⼈としての⼈⽣を歩む⾃信につながります。 

到
達
目
標 

社会⼈としての良識やマナーの基本を⾝につけ、適切な判断と⾏動ができるようにします。ビジネス実務マナー検
定試験 3 級合格レベルを⾝に着けます。 

講
義
内
容 

あいさつに始まり、ビジネスシーンにふさわしい⾔葉遣いや態度、物腰、⽴ち居振る舞い、正しい敬語の使い⽅は
もちろん、訪問・接客マナー、ビジネス⽂書、冠婚葬祭マナーなど、実践的に学びます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 あいさつと⾝だしなみ あいさつと所作、⾝だしなみの基本 
第２講 執務要件 働き⽅と仕事の基本 

ここをクリックまたはタップしてテキストを⼊⼒してくださ
い。 

第３講 話し⽅・聞き⽅の基本 ポイントと注意点、指⽰・忠告・注意の受け⽅ 
第４講 企業実務 組織の機能とビジネスツール 
第５講 ビジネス⽂書 決まりごとと管理 
第６講 ⾃⼰紹介 好印象な⾃⼰紹介、名刺交換：受け渡しと管理 
第７講 演習① 実技、ケーススタディ 
第８講 来客対応の基本 受付・案内・紹介 
第９講 敬語の使い⽅ 敬語の種類と基本ルール、敬語の使い分けと接遇表現 
第10講 演習② 実技、ケーススタディ 
第11講 電話対応の基本 受け⽅・かけ⽅・取り次ぎ⽅ 
第12講 演習③ 実技、ケーススタディ 
第13講 冠婚葬祭のマナー 慶事と弔事、⼀般的な交際 
第14講 演習④ 実技、ケーススタディ 
第15講 まとめ ケーススタディによる総復習 

指導方法 
講義内容は実技で確認しながらすすめ、実技は受講⽣同⼠で協⼒して⾏います。ビジネスマナーの基本を体
感しながら⾝につけます。また、ビジネス実務マナー検定 3 級の試験対策を⾏います。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）60％、平常点（参加・発表・発⾔）40％を⽬安に、検定試験結果も含め、総合判定します。 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内で解説します。 

テキスト 浅井 真紀⼦監修、『これ1冊でOK! 社会⼈のための基本のビジネスマナー』、2019、ナツメ社、ISBN 9784816366048 

参考文献 公益財団法⼈実務技能検定協会編 ビジネス実務マナー検定 3 級受験ガイド〈増補版〉 (978-4-7766-1241-4)、公
益財団法⼈実務技能検定協会編 ビジネス実務マナー検定 3 級実問題集(第 64 回〜第 68 回) (978-4-7766-1248-3) 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 毎時間、スーツ着用で出席してください。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC06 コミュニケーション論 
グループワークを通した 

コミュニケーショントレーニング 塚⽥ 知⾹ １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード ソーシャルスキル，リーダーシップ，チームワーク 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

社会はさまざまな背景や考え⽅を持った、性別・年代の異なる多様な⼈々で構成されており、コミュニケーションの齟齬による
すれ違いやストレスが⽇常的に発⽣している。このような多様性をもつ社会で快く過ごすためにはどうすればよいのだろうか。
本授業では、さまざまなグループ課題を通して，多様性を持つ社会で⽣きるコミュニケーションスキルを⾝につけることを⽬的
とする。 

到
達
目
標 

①コミュニケーション能⼒を⼼理学的に表す概念について，基礎的知識を⾝につける。                  
②他者とのさまざまなコミュニケーションを通して⾃分⾃⾝のコミュニケーションスキルに気づく。            
③コミュニケーションスキルを向上させる。 

講
義
内
容 

アクティブラーニングの⼀環として、グループでの問題解決やディスカッション等を積極的に⾏います。グループワークでの⾃
分のコミュニケーションを振り返ることに加え，他者の振り返りを共有することにより、コミュニケーションに関する気付きを
得て、現実的なコミュニケーションスキルを⾼めることを⽬指します。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 授業の進め⽅、成績評価⽅法，コミュニケーションとは 
第２講 ソーシャルスキルとは ソーシャルスキルの解説、ソーシャルスキルの測定と解釈 
第３講 コミュニケーション基礎① グループワーク：クルーザー物語 
第４講 コミュニケーション基礎② ペアワーク：2 ⼈で絵を描く 
第５講 チームワーク グループワーク：おもしろレジャーランド 
第６講 リーダーとリーダーシップ グループワーク：マシュマロチャレンジ 
第７講 他者を説得する① 円滑なグループワークのために 
第８講 他者を説得する② 他者を説得する⽅法 
第９講 集団意思決定 グループワーク：結婚の条件 
第10講 ユーモアの⼒ グループワーク：ポジティブ⼈⽣相談室 
第11講 社会的迷惑 ペアワーク：説得納得ゲーム 
第12講 集団として上⼿く機能する① グループワーク：みんなで完コピ 
第13講 集団として上⼿く機能する② グループワーク：ブリッジビルディング 
第14講 習得したスキルの振り返り ソーシャルスキルの再評定と解釈 
第15講 グループワークの終わりに 全体ワーク：⾔葉の花束 

指導方法 
授業は，教員による導⼊講義，学⽣同⼠のランダムグループによるグループワーク，ワークの振り返り，の流れで
進める。 

事前学習 
次回のキーワードとワーク内容を予告するので，キーワードについて調べ，⾃分なりのワークに臨む⽬標を定めて
くること。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業で体験したワークについて参考図書等で調べ，概要や⽬的を復習したうえで，グループワークで体験した⾃分
や他者のコミュニケーションについて振り返る。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 
「本試験（レポート課題）」（40％）、「平常点（グループワークへの取り組み）」（30％）、「平常点（毎授業
で⾏う振り返り）」（30％） 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
提出課題については，提出期限の翌週以降に授業内で全体に向けてフィードバックを⾏う。 

テキスト 適宜資料を配布する。 

参考文献 星野欣⽣（2002）⼈間関係づくりトレーニング ⾦⼦書房                         
星野欣⽣（2007）職場の⼈間関係づくりトレーニング ⾦⼦書房 

実務家教員によ

る授業 
 教 員 

経 歴 
 

特記事項  

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

212AC07 キャリア情報論 就職活動の実際 ⽥邉 友昭 他 ２年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 企業説明会、選考⽅法、内定辞退、就職活動と労働法 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4. 地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 「キャリアデザイン」「⾃⼰表現法」「キャリア形成論」「企業研究」 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

1 年⽣の 3 ⽉から就職活動がはじまります。4 ⽉から 7 ⽉は、企業の新卒採⽤活動はピークを迎えます。学⽣として、進路の意
欲を⾼めるととともに、就職活動をするとき応募企業をどう選ぶのかが重要になります。6 ⽉からの最終選考に向けて、企業の
採⽤情報を知り、⾃分の就職活動に活⽤することを⽬的とした授業です。そして、「働く」うえでの労働法も学びます。 

到
達
目
標 

企業が発信する「採⽤選考時期」「採⽤⽅法」などを理解し、⾃分が⽬指す進路の⽬標を明確にしていきます。各企業の「求め
る⼈材像」を把握し、⾃分の「強み」との接点を踏まえ、⾃分の進路の現状を知ることが⼤切です。 

講
義
内
容 

就職活動を⾏う中で、企業が発信する情報を理解し、⾃分との接点を考えていきます。そのため、交通・観光関連企業や就職⽀
援関連機関からの情報を学んでいきます。そして、昨年から考えた「就職活動スケジュール」と実際との差を意識し⾏動してい
くことになります。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 就職活動スケジュールの実際 
第２講 就職活動の選考 選考内容、応募書類などの準備⽅法 
第３講 JR 会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第４講 公営鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第５講 ⺠間鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第６講 地⽅鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第７講 バス会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第８講 交通関連企業以外の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第９講 就職活動の内々定とは 内々定と内定辞退 
第10講 鉄道員のキャリア 数年先のキャリアパスを考える 
第11講 就職活動スケジュールの再考 ⾃分の考える就職活動と実際との違い 
第12講 労働法とは 何が守られるのか 
第13講 どう稼ぐのか 何のために働きどう成⻑するのか 
第14講 社会⼈に求められるもの ⾃⼰成⻑、⾃⼰管理など 
第15講 まとめ 振り返り 

指導方法 
講義形式の他、ワークシートへの記⼊等を通して情報収集⼒を⾝につけます。資料は毎回、授業開始時に配
布します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、次回の内容について⾃分が何を知りたいのかを考えてください。そして、質問を
10 個以上⽤意してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業の内容を就職活動にどう活かすのか、⾜りないことは何かを考えてください。
そして、感想・課題を整理してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにフィードバックします。 

テキスト なし 

参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 企業・就職⽀援機関などの都合上、スケジュールが変わる場合があります。 



講
義
要
綱（
基
礎
科
目
）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC06 コミュニケーション論 
グループワークを通した 

コミュニケーショントレーニング 塚⽥ 知⾹ １年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード ソーシャルスキル，リーダーシップ，チームワーク 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

社会はさまざまな背景や考え⽅を持った、性別・年代の異なる多様な⼈々で構成されており、コミュニケーションの齟齬による
すれ違いやストレスが⽇常的に発⽣している。このような多様性をもつ社会で快く過ごすためにはどうすればよいのだろうか。
本授業では、さまざまなグループ課題を通して，多様性を持つ社会で⽣きるコミュニケーションスキルを⾝につけることを⽬的
とする。 

到
達
目
標 

①コミュニケーション能⼒を⼼理学的に表す概念について，基礎的知識を⾝につける。                  
②他者とのさまざまなコミュニケーションを通して⾃分⾃⾝のコミュニケーションスキルに気づく。            
③コミュニケーションスキルを向上させる。 

講
義
内
容 

アクティブラーニングの⼀環として、グループでの問題解決やディスカッション等を積極的に⾏います。グループワークでの⾃
分のコミュニケーションを振り返ることに加え，他者の振り返りを共有することにより、コミュニケーションに関する気付きを
得て、現実的なコミュニケーションスキルを⾼めることを⽬指します。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 授業の進め⽅、成績評価⽅法，コミュニケーションとは 
第２講 ソーシャルスキルとは ソーシャルスキルの解説、ソーシャルスキルの測定と解釈 
第３講 コミュニケーション基礎① グループワーク：クルーザー物語 
第４講 コミュニケーション基礎② ペアワーク：2 ⼈で絵を描く 
第５講 チームワーク グループワーク：おもしろレジャーランド 
第６講 リーダーとリーダーシップ グループワーク：マシュマロチャレンジ 
第７講 他者を説得する① 円滑なグループワークのために 
第８講 他者を説得する② 他者を説得する⽅法 
第９講 集団意思決定 グループワーク：結婚の条件 
第10講 ユーモアの⼒ グループワーク：ポジティブ⼈⽣相談室 
第11講 社会的迷惑 ペアワーク：説得納得ゲーム 
第12講 集団として上⼿く機能する① グループワーク：みんなで完コピ 
第13講 集団として上⼿く機能する② グループワーク：ブリッジビルディング 
第14講 習得したスキルの振り返り ソーシャルスキルの再評定と解釈 
第15講 グループワークの終わりに 全体ワーク：⾔葉の花束 

指導方法 
授業は，教員による導⼊講義，学⽣同⼠のランダムグループによるグループワーク，ワークの振り返り，の流れで
進める。 

事前学習 
次回のキーワードとワーク内容を予告するので，キーワードについて調べ，⾃分なりのワークに臨む⽬標を定めて
くること。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業で体験したワークについて参考図書等で調べ，概要や⽬的を復習したうえで，グループワークで体験した⾃分
や他者のコミュニケーションについて振り返る。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 
「本試験（レポート課題）」（40％）、「平常点（グループワークへの取り組み）」（30％）、「平常点（毎授業
で⾏う振り返り）」（30％） 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
提出課題については，提出期限の翌週以降に授業内で全体に向けてフィードバックを⾏う。 

テキスト 適宜資料を配布する。 

参考文献 星野欣⽣（2002）⼈間関係づくりトレーニング ⾦⼦書房                         
星野欣⽣（2007）職場の⼈間関係づくりトレーニング ⾦⼦書房 

実務家教員によ

る授業 
 教 員 

経 歴 
 

特記事項  

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

212AC07 キャリア情報論 就職活動の実際 ⽥邉 友昭 他 ２年次前期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 企業説明会、選考⽅法、内定辞退、就職活動と労働法 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4. 地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 「キャリアデザイン」「⾃⼰表現法」「キャリア形成論」「企業研究」 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

1 年⽣の 3 ⽉から就職活動がはじまります。4 ⽉から 7 ⽉は、企業の新卒採⽤活動はピークを迎えます。学⽣として、進路の意
欲を⾼めるととともに、就職活動をするとき応募企業をどう選ぶのかが重要になります。6 ⽉からの最終選考に向けて、企業の
採⽤情報を知り、⾃分の就職活動に活⽤することを⽬的とした授業です。そして、「働く」うえでの労働法も学びます。 

到
達
目
標 

企業が発信する「採⽤選考時期」「採⽤⽅法」などを理解し、⾃分が⽬指す進路の⽬標を明確にしていきます。各企業の「求め
る⼈材像」を把握し、⾃分の「強み」との接点を踏まえ、⾃分の進路の現状を知ることが⼤切です。 

講
義
内
容 

就職活動を⾏う中で、企業が発信する情報を理解し、⾃分との接点を考えていきます。そのため、交通・観光関連企業や就職⽀
援関連機関からの情報を学んでいきます。そして、昨年から考えた「就職活動スケジュール」と実際との差を意識し⾏動してい
くことになります。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 就職活動スケジュールの実際 
第２講 就職活動の選考 選考内容、応募書類などの準備⽅法 
第３講 JR 会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第４講 公営鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第５講 ⺠間鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第６講 地⽅鉄道会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第７講 バス会社の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第８講 交通関連企業以外の採⽤選考 各社の選考⽅法と求める⼈材像を知る 
第９講 就職活動の内々定とは 内々定と内定辞退 
第10講 鉄道員のキャリア 数年先のキャリアパスを考える 
第11講 就職活動スケジュールの再考 ⾃分の考える就職活動と実際との違い 
第12講 労働法とは 何が守られるのか 
第13講 どう稼ぐのか 何のために働きどう成⻑するのか 
第14講 社会⼈に求められるもの ⾃⼰成⻑、⾃⼰管理など 
第15講 まとめ 振り返り 

指導方法 
講義形式の他、ワークシートへの記⼊等を通して情報収集⼒を⾝につけます。資料は毎回、授業開始時に配
布します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、次回の内容について⾃分が何を知りたいのかを考えてください。そして、質問を
10 個以上⽤意してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業の内容を就職活動にどう活かすのか、⾜りないことは何かを考えてください。
そして、感想・課題を整理してください。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにフィードバックします。 

テキスト なし 

参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 企業・就職⽀援機関などの都合上、スケジュールが変わる場合があります。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

162AC08 企業研究 エントリーシート・⾯接対策 ⽥邉 友昭 １年次後期 
(集中) 4 

科目区分 基 礎 キーワード 社会⼈基礎⼒、レポート、論⽂、チームワーク、履歴書 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4.  地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 キャリアデザイン、⾃⼰表現法、企業研究 
オフィスアワー ⽕曜、⽔曜、⽊曜の授業以外の時間、前⽇までにメール予約してください。 
教員への連絡方法 t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

就職活動に向けた知識を⾝につける実践講座です。就職活動では志望する企業ごとに「⾃⼰ PR」「学⽣時代に⼒をいれ
たこと(ガクチカ)」「志望動機」をエントリーシートに書くことを求められます。そのため、⾃分を売り込むためにどの
ようなことを書くのか、またどう話すのかを体感します。そのうえで、⾯接で話す・伝えることができるようになれば
就職活動で内定を取る道筋が⾒えてきます。 

到
達
目
標 

10 回のエントリーシート添削により、⾃分らしさを意識した「⾃⼰ PR」「学⽣時代に⼒を⼊れたこと(ガクチカ)」「志望
動機」を、具体的に数字を⼊れて書けるようにします。そのことを踏まえ、全員の前で発表したり・グループで話し合
ったりすることで、緊張感ある⾯接でも話せるようになります。 

講
義
内
容 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、求⼈広告営業・制作や企業の強みを分析する経験を踏まえ、企業へのエントリー時
に、必要となる「エントリーシート」作成です。この授業では、実際に 10 社で使われたものと同じ形式のエントリーシ
ートの冊⼦を使って、繰り返し書く練習をします。提出されたものは翌週に添削して返却します。また、⾯接やグルー
プで話し合ううちに⼈前で話せるようになります。他⼈と⾃分との違いや⾃分の強みを再確認してください。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 

第１講 オリエンテーション 就活⼒チェック  

第２講 就職活動のスケジュール 何を準備し、いつから活動していくのか 

第３講 企業を知る(1) JR 東⽇本と JR 東海の違いを知る 

第４講 エントリーシート添削(1) JR 東⽇本もしくは JR 東海のエントリーシートを記⼊する。 

第５講 企業を知る(2) 東武鉄道グループを知る 

第６講 エントリーシート添削(2) 東武鉄道グループのエントリーシートを記⼊する。 

第７講 企業を知る(3) 東京地下鉄(東京メトロ)を知る 

第８講 エントリーシート添削(3) 東京地下鉄(東京メトロ)のエントリーシートを記⼊する。 

第９講 企業を知る(4) 京浜急⾏電鉄を知る 

第10講 エントリーシート添削(4) 京浜急⾏電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第11講 企業を知る(5) JR 北海道を知る 

第12講 エントリーシート添削(5) JR 北海道のエントリーシートを記⼊する 

第13講 企業を知る(6) JR 貨物を知る 

第14講 エントリーシート添削(6) JR 貨物のエントリーシートを記⼊する 

第15講 企業を知る(7) ⼩⽥急電鉄を知る 

 

第16講 エントリーシート添削(7) ⼩⽥急電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第17講 企業を知る(8) 東急電鉄を知る 

第18講 エントリーシート添削(8) 東急電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第19講 企業を知る(9) 江ノ島電鉄を知る 

第20講 エントリーシート添削(9) 江ノ島電鉄のエントリーシートを記⼊する 

 第21講 企業を知る(10) ⾸都圏新都市鉄道を知る 

第22講 エントリーシート添削(10) ⾸都圏新都市鉄道のエントリーシートを記⼊する 

第23講 エントリーシートのまとめ ⾃⼰ PR、ガクチカ、志望動機 

第24講 ⾯接で何を話すか エントリーシートと⾯接の違い 

第25講 ⾯接練習(1) ⾯接映像を⾒る 

第26講 ⾯接練習(2) 1 分間スピーチをする 

第27講 ⾯接練習(3) 模擬⾯接(体験) 

第28講 ⾯接練習(4) 模擬⾯接の振り返り 

第29講 まとめ(1) エントリーシートのポイント 

第30講 まとめ(2) 就職活動に必要な知識の整理 

指導方法 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、求⼈広告営業・制作や企業の強みを分析する経験を踏まえ、エントリーシ
ートや⾯接の準備をします。また、グループで話し合い、疑問・違和感・他⼈との違いを感じることを⼤切
にします。⼈と話す練習をしながら「⾃分らしさ」に気づいていくことになります。 

事前学習 

企業の HP・有価証券報告書・安全報告書などを企業の IR ページから確認してください。そのうえで、企業
の強みと⾃分の強みの接点を意識してエントリーシートを書く準備をしてください。1 時間 30 分程度の学習
時間が⽬安です。 

事後学習 
添削されたエントリーシートの注意点や評価ポイントを踏まえて次に改善できるようにしてください。1 時
間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

成績評価方法 
エントリーシートの評価・発表内容・授業内アンケートの内容を踏まえて、レポート提出により総合評価を
します。平常点(授業内課題 エントリーシート) 60%、平常点(発表・発⾔、グループワーク) 40% 

 

課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 

エントリーシートは提出後⾚⼊れをして翌週までに返却します。レポートは提出後に確認して返却
します。 

テキスト 「就職活動 エントリーシート ワーク BOOK」(授業内で配布) 

参考文献 「2030 年⽇本の鉄道未来予想図」(洋泉社)、池⼝ 英司 「JR 旅客 6 社徹底⽐較」 河出書房新社 

実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989 年〜2004 年㈱リクルートその後 2 社  
2009 年 1 ⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項  
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

162AC08 企業研究 エントリーシート・⾯接対策 ⽥邉 友昭 １年次後期 
(集中) 4 

科目区分 基 礎 キーワード 社会⼈基礎⼒、レポート、論⽂、チームワーク、履歴書 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 
1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
4.  地域および社会の発展に貢献する倫理観と責任感を⾝につける 

事前に受講するとよい科目 キャリアデザイン、⾃⼰表現法、企業研究 
オフィスアワー ⽕曜、⽔曜、⽊曜の授業以外の時間、前⽇までにメール予約してください。 
教員への連絡方法 t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

就職活動に向けた知識を⾝につける実践講座です。就職活動では志望する企業ごとに「⾃⼰ PR」「学⽣時代に⼒をいれ
たこと(ガクチカ)」「志望動機」をエントリーシートに書くことを求められます。そのため、⾃分を売り込むためにどの
ようなことを書くのか、またどう話すのかを体感します。そのうえで、⾯接で話す・伝えることができるようになれば
就職活動で内定を取る道筋が⾒えてきます。 

到
達
目
標 

10 回のエントリーシート添削により、⾃分らしさを意識した「⾃⼰ PR」「学⽣時代に⼒を⼊れたこと(ガクチカ)」「志望
動機」を、具体的に数字を⼊れて書けるようにします。そのことを踏まえ、全員の前で発表したり・グループで話し合
ったりすることで、緊張感ある⾯接でも話せるようになります。 

講
義
内
容 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、求⼈広告営業・制作や企業の強みを分析する経験を踏まえ、企業へのエントリー時
に、必要となる「エントリーシート」作成です。この授業では、実際に 10 社で使われたものと同じ形式のエントリーシ
ートの冊⼦を使って、繰り返し書く練習をします。提出されたものは翌週に添削して返却します。また、⾯接やグルー
プで話し合ううちに⼈前で話せるようになります。他⼈と⾃分との違いや⾃分の強みを再確認してください。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 

第１講 オリエンテーション 就活⼒チェック  

第２講 就職活動のスケジュール 何を準備し、いつから活動していくのか 

第３講 企業を知る(1) JR 東⽇本と JR 東海の違いを知る 

第４講 エントリーシート添削(1) JR 東⽇本もしくは JR 東海のエントリーシートを記⼊する。 

第５講 企業を知る(2) 東武鉄道グループを知る 

第６講 エントリーシート添削(2) 東武鉄道グループのエントリーシートを記⼊する。 

第７講 企業を知る(3) 東京地下鉄(東京メトロ)を知る 

第８講 エントリーシート添削(3) 東京地下鉄(東京メトロ)のエントリーシートを記⼊する。 

第９講 企業を知る(4) 京浜急⾏電鉄を知る 

第10講 エントリーシート添削(4) 京浜急⾏電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第11講 企業を知る(5) JR 北海道を知る 

第12講 エントリーシート添削(5) JR 北海道のエントリーシートを記⼊する 

第13講 企業を知る(6) JR 貨物を知る 

第14講 エントリーシート添削(6) JR 貨物のエントリーシートを記⼊する 

第15講 企業を知る(7) ⼩⽥急電鉄を知る 

 

第16講 エントリーシート添削(7) ⼩⽥急電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第17講 企業を知る(8) 東急電鉄を知る 

第18講 エントリーシート添削(8) 東急電鉄のエントリーシートを記⼊する 

第19講 企業を知る(9) 江ノ島電鉄を知る 

第20講 エントリーシート添削(9) 江ノ島電鉄のエントリーシートを記⼊する 

 第21講 企業を知る(10) ⾸都圏新都市鉄道を知る 

第22講 エントリーシート添削(10) ⾸都圏新都市鉄道のエントリーシートを記⼊する 

第23講 エントリーシートのまとめ ⾃⼰ PR、ガクチカ、志望動機 

第24講 ⾯接で何を話すか エントリーシートと⾯接の違い 

第25講 ⾯接練習(1) ⾯接映像を⾒る 

第26講 ⾯接練習(2) 1 分間スピーチをする 

第27講 ⾯接練習(3) 模擬⾯接(体験) 

第28講 ⾯接練習(4) 模擬⾯接の振り返り 

第29講 まとめ(1) エントリーシートのポイント 

第30講 まとめ(2) 就職活動に必要な知識の整理 

指導方法 

企業での新卒採⽤⾯接実務経験、求⼈広告営業・制作や企業の強みを分析する経験を踏まえ、エントリーシ
ートや⾯接の準備をします。また、グループで話し合い、疑問・違和感・他⼈との違いを感じることを⼤切
にします。⼈と話す練習をしながら「⾃分らしさ」に気づいていくことになります。 

事前学習 

企業の HP・有価証券報告書・安全報告書などを企業の IR ページから確認してください。そのうえで、企業
の強みと⾃分の強みの接点を意識してエントリーシートを書く準備をしてください。1 時間 30 分程度の学習
時間が⽬安です。 

事後学習 
添削されたエントリーシートの注意点や評価ポイントを踏まえて次に改善できるようにしてください。1 時
間 30 分程度の学習時間が⽬安です。 

成績評価方法 
エントリーシートの評価・発表内容・授業内アンケートの内容を踏まえて、レポート提出により総合評価を
します。平常点(授業内課題 エントリーシート) 60%、平常点(発表・発⾔、グループワーク) 40% 

 

課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 

エントリーシートは提出後⾚⼊れをして翌週までに返却します。レポートは提出後に確認して返却
します。 

テキスト 「就職活動 エントリーシート ワーク BOOK」(授業内で配布) 

参考文献 「2030 年⽇本の鉄道未来予想図」(洋泉社)、池⼝ 英司 「JR 旅客 6 社徹底⽐較」 河出書房新社 

実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989 年〜2004 年㈱リクルートその後 2 社  
2009 年 1 ⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項  
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC10 文章表現技術 1B ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術 1B 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 【⽇本語検定】３級以上の合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じ、理
解を深める。エントリーシート作成に関しては、事前に作成をして、授業内で提出する。レベル別クラス（1/2）は、前
期成績にて指定する。本講義履修は、前期「⽂章表現技術１A」を履修し、単位を取得（認定）済みであることを前提と
する。未履修者は⼊学前課題の試験結果に沿ってクラスを指⽰する。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式・状況に合わせた敬語の使い⽅  
第３講 敬語② 誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現・⽂のねじれ、陳述（呼応）の副詞 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味 慣⽤句 
第７講 漢字・表記 ⽇本語の中の漢字・四字熟語 
第８講 総合問題 総合問題演習 
第９講 就職活動対策① エントリーシート項⽬別添削（私の特徴） 
第10講 就職活動対策② エントリーシート項⽬別添削（得意な分野・科⽬） 
第11講 就職活動対策③ エントリーシート項⽬別添削（趣味・スポーツ・特技など） 
第12講 就職活動対策④ エントリーシート項⽬別添削（⾼校・短⼤で⼒を⼊れたこと） 
第13講 就職活動対策⑤ エントリーシート項⽬別添削（研究課題） 
第14講 就職活動対策⑥ エントリーシート項⽬別添削（志望動機） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroom での課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏
う。また、エントリーシート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 上級』東京書籍 2020 年 

参考文献 ①須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」上級 増補改訂
版』東京書籍 2020 年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 11 ⽉実施の⽇本語検定で３級以上認定の場合、成績に加点する 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC09 文章表現技術 1A ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅に対しても⽂章と会話で表現できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 【⽇本語検定】３級以上の合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じて、
理解を深める。また、ビジネスシーンでの⼿紙⽂やメールの⽂章など、社会⼈として必要な⽂章表現についても説明
し、課題に取り組んでもらう（⽂章を作成した上での、プレゼンテーション課題も含む）。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法、⽇本語検定について等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式 
第３講 敬語② 状況に合わせた敬語の使い⽅・誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味 多義語・慣⽤句 
第７講 表記、漢字① 送り仮名・仮名遣い等の誤り、漢字・熟語 
第８講 漢字② 同⾳異義語、四字熟語 
第９講 ⼿紙⽂、ビジネスでの表現 定型表現・⼿紙のルール・ビジネスシーンで必要な⾔葉遣い 
第10講 総合問題 総合問題演習 
第11講 課題発表① 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第12講 課題発表② 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第13講 課題発表③ 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第14講 課題発表④ 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroom での課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏
う。また、発表およびレポート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト ⽇本語検定委員会 編『新訂 ステップアップ⽇本語 中級』（東京書籍）2023 年発⾏ 

参考文献 安達雅夫・須永哲也・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」中級 増補改訂版』（東京書
籍）2016年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 ６⽉実施の⽇本語検定で３級以上認定の場合、成績に加点する。 



講
義
要
綱（
基
礎
科
目
）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC10 文章表現技術 1B ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術 1B 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 【⽇本語検定】３級以上の合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じ、理
解を深める。エントリーシート作成に関しては、事前に作成をして、授業内で提出する。レベル別クラス（1/2）は、前
期成績にて指定する。本講義履修は、前期「⽂章表現技術１A」を履修し、単位を取得（認定）済みであることを前提と
する。未履修者は⼊学前課題の試験結果に沿ってクラスを指⽰する。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式・状況に合わせた敬語の使い⽅  
第３講 敬語② 誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現・⽂のねじれ、陳述（呼応）の副詞 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味 慣⽤句 
第７講 漢字・表記 ⽇本語の中の漢字・四字熟語 
第８講 総合問題 総合問題演習 
第９講 就職活動対策① エントリーシート項⽬別添削（私の特徴） 
第10講 就職活動対策② エントリーシート項⽬別添削（得意な分野・科⽬） 
第11講 就職活動対策③ エントリーシート項⽬別添削（趣味・スポーツ・特技など） 
第12講 就職活動対策④ エントリーシート項⽬別添削（⾼校・短⼤で⼒を⼊れたこと） 
第13講 就職活動対策⑤ エントリーシート項⽬別添削（研究課題） 
第14講 就職活動対策⑥ エントリーシート項⽬別添削（志望動機） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroom での課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏
う。また、エントリーシート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 上級』東京書籍 2020 年 

参考文献 ①須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」上級 増補改訂
版』東京書籍 2020 年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 11 ⽉実施の⽇本語検定で３級以上認定の場合、成績に加点する 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC09 文章表現技術 1A ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅に対しても⽂章と会話で表現できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 【⽇本語検定】３級以上の合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じて、
理解を深める。また、ビジネスシーンでの⼿紙⽂やメールの⽂章など、社会⼈として必要な⽂章表現についても説明
し、課題に取り組んでもらう（⽂章を作成した上での、プレゼンテーション課題も含む）。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法、⽇本語検定について等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式 
第３講 敬語② 状況に合わせた敬語の使い⽅・誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味 多義語・慣⽤句 
第７講 表記、漢字① 送り仮名・仮名遣い等の誤り、漢字・熟語 
第８講 漢字② 同⾳異義語、四字熟語 
第９講 ⼿紙⽂、ビジネスでの表現 定型表現・⼿紙のルール・ビジネスシーンで必要な⾔葉遣い 
第10講 総合問題 総合問題演習 
第11講 課題発表① 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第12講 課題発表② 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第13講 課題発表③ 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第14講 課題発表④ 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroom での課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏
う。また、発表およびレポート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト ⽇本語検定委員会 編『新訂 ステップアップ⽇本語 中級』（東京書籍）2023 年発⾏ 

参考文献 安達雅夫・須永哲也・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」中級 増補改訂版』（東京書
籍）2016年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 ６⽉実施の⽇本語検定で３級以上認定の場合、成績に加点する。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC11 文章表現技術 2A ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅に対しても⽂章と会話で表現できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 11 ⽉実施の【⽇本語検定】３級合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じて、
理解を深める。また、ビジネスシーンでの⼿紙⽂やメールの⽂章など、社会⼈として必要な⽂章表現についても説明
し、課題に取り組んでもらう（⽂章を作成した上での、プレゼンテーション課題も含む）。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① ⼊学前実施学習のフィードバック 
第３講 敬語② 意義・種類・形式  
第４講 敬語③ 状況に合わせた敬語の使い⽅ 
第５講 敬語④ 電話や⼿紙における敬語 
第６講 敬語⑤ 誤った敬語の使い⽅ 
第７講 ⽂法① 可能・使役表現 
第８講 ⽂法② ⽂のねじれ、陳述（呼応）の副詞 
第９講 語彙、⾔葉の意味①  類義語・対義語、多義語 
第10講 ⾔葉の意味② 慣⽤句・間違いやすい表現 
第11講 表記・漢字① 漢字・熟語 
第12講 漢字② 四字熟語・慣⽤句 
第13講 総合問題 総合問題演習 
第14講 課題発表 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリントに沿って、解説及び問題演習を⾏う。また、発表およびレポート課題を課し、
知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト 
① ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 中級』東京書籍 2023 年  
② 円満字次郎「語彙⼒をつける⼊試漢字２６００」筑摩書房 2019 年 

参考文献 
須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」中級 増補改訂版』東京
書籍 2020 年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 11 ⽉実施の⽇本語検定３級取得に向けて、基礎学⼒を⾼める 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC12 文章表現技術2B ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 
カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術２A 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

到
達
目
標 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じ、理解を深め
る。エントリーシート作成に関しては、事前に作成をして、授業内で提出し、添削を受けて、書き直しまで提出する。レベル別
クラス（1/2）は、前期成績にて指定する。本講義履修は、前期「⽂章表現技術 2A」を履修し、単位を取得（認定）済みであ
ることを前提とする。未履修者は⼊学前課題の試験結果に沿ってクラスを指⽰する。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式・状況に合わせた敬語の使い⽅ 
第３講 敬語② 誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現・⽂のねじれ・陳述（呼応）の副詞 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味、漢字・表記① 慣⽤句・四字熟語 
第７講 漢字・表記②、総合問題 表記、総合問題演習 
第８講 ビジネスでの定型表現 定型表現・⼿紙のルール・ビジネスシーンで必要な⾔葉遣い 
第９講 定型表現②、発表課題 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第10講 就職活動対策① エントリーシート項⽬別添削（私の特徴） 
第11講 就職活動対策② エントリーシート項⽬別添削（得意な分野・科⽬） 
第12講 就職活動対策③ エントリーシート項⽬別添削（志望動機） 
第13講 就職活動対策④ エントリーシート項⽬別添削（研究課題） 
第14講 就職活動対策⑤ エントリーシート項⽬別添削（⾼校・短⼤で⼒を⼊れたこと） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroomでの課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏う。ま
た、エントリーシート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題をもって
授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト 
① ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 上級』東京書籍 2023 年  
② 円満字⼆郎『語彙⼒をつける⼊試漢字 2600』筑摩書房 2019 年 

参考文献 
須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」上級 増補改訂版』東京
書籍 2020 年 

実務家教員によ

る授業 
 教 員
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義
要
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基
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目
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AC11 文章表現技術 2A ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅に対しても⽂章と会話で表現できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。 

到
達
目
標 

① ⽇本語⼒向上により、社会⼈として必要な敬語・知識・読解⼒・対話⼒を⾝につけることを⽬標とする。 
② 11 ⽉実施の【⽇本語検定】３級合格を⽬標とする。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じて、
理解を深める。また、ビジネスシーンでの⼿紙⽂やメールの⽂章など、社会⼈として必要な⽂章表現についても説明
し、課題に取り組んでもらう（⽂章を作成した上での、プレゼンテーション課題も含む）。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① ⼊学前実施学習のフィードバック 
第３講 敬語② 意義・種類・形式  
第４講 敬語③ 状況に合わせた敬語の使い⽅ 
第５講 敬語④ 電話や⼿紙における敬語 
第６講 敬語⑤ 誤った敬語の使い⽅ 
第７講 ⽂法① 可能・使役表現 
第８講 ⽂法② ⽂のねじれ、陳述（呼応）の副詞 
第９講 語彙、⾔葉の意味①  類義語・対義語、多義語 
第10講 ⾔葉の意味② 慣⽤句・間違いやすい表現 
第11講 表記・漢字① 漢字・熟語 
第12講 漢字② 四字熟語・慣⽤句 
第13講 総合問題 総合問題演習 
第14講 課題発表 事前指⽰による課題発表（ことわざ） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリントに沿って、解説及び問題演習を⾏う。また、発表およびレポート課題を課し、
知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題を
もって授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト 
① ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 中級』東京書籍 2023 年  
② 円満字次郎「語彙⼒をつける⼊試漢字２６００」筑摩書房 2019 年 

参考文献 
須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」中級 増補改訂版』東京
書籍 2020 年  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 11 ⽉実施の⽇本語検定３級取得に向けて、基礎学⼒を⾼める 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC12 文章表現技術2B ⼀⽣役⽴つ⽇本語⼒を⾝につける 服部 ⿇友美 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード ⽇本語、敬語、⽂法、⾔葉遣い、ビジネスにおける⽂章表現 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 
カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術２A 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

到
達
目
標 

① 社会⼈として必要な⽇本語⼒（敬語・知識・読解⼒）を⾝につける。  
② 社会⼈として、どのような地位の⽅とも気後れせず対話できる⽇本語⼒を⾝につける。  
③ ⽇常⽣活で、⾔葉に関⼼を持ち、⽇本語⼒を向上する姿勢を持つ。  
④ 就職活動で必要な⽂章⼒を⾝につける。 

講
義
内
容 

⑴敬語 ⑵⽂法 ⑶語彙 ⑷⾔葉の意味 ⑸表記 ⑹漢字 以上６つの領域を中⼼に進める。解説と問題演習を通じ、理解を深め
る。エントリーシート作成に関しては、事前に作成をして、授業内で提出し、添削を受けて、書き直しまで提出する。レベル別
クラス（1/2）は、前期成績にて指定する。本講義履修は、前期「⽂章表現技術 2A」を履修し、単位を取得（認定）済みであ
ることを前提とする。未履修者は⼊学前課題の試験結果に沿ってクラスを指⽰する。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 講義内容、進め⽅、評価⽅法等の説明 
第２講 敬語① 意義・種類・形式・状況に合わせた敬語の使い⽅ 
第３講 敬語② 誤った敬語の使い⽅ 
第４講 ⽂法 可能・使役表現・⽂のねじれ・陳述（呼応）の副詞 
第５講 語彙 類義語・対義語 
第６講 ⾔葉の意味、漢字・表記① 慣⽤句・四字熟語 
第７講 漢字・表記②、総合問題 表記、総合問題演習 
第８講 ビジネスでの定型表現 定型表現・⼿紙のルール・ビジネスシーンで必要な⾔葉遣い 
第９講 定型表現②、発表課題 事前指⽰による課題発表（キャッチコピー） 
第10講 就職活動対策① エントリーシート項⽬別添削（私の特徴） 
第11講 就職活動対策② エントリーシート項⽬別添削（得意な分野・科⽬） 
第12講 就職活動対策③ エントリーシート項⽬別添削（志望動機） 
第13講 就職活動対策④ エントリーシート項⽬別添削（研究課題） 
第14講 就職活動対策⑤ エントリーシート項⽬別添削（⾼校・短⼤で⼒を⼊れたこと） 
第15講 期末試験対策 本試験についての説明 

指導方法 
指定テキスト、配布プリント等（Google Classroomでの課題配信も含む）に沿って、解説及び問題演習を⾏う。ま
た、エントリーシート課題を課し、知⾒を深める。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題をもって
授業に臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 本試験（筆記試験）70％ 平常点（発表課題） 10％ 平常点（⼩テスト）10％ 平常点（発⾔）10％ 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
テキスト掲載の問題等：授業内で解説する。提出課題：基本的にコメントを添えて返却する。 

テキスト 
① ⽇本語検定委員会『ステップアップ⽇本語講座 上級』東京書籍 2023 年  
② 円満字⼆郎『語彙⼒をつける⼊試漢字 2600』筑摩書房 2019 年 

参考文献 
須永哲也・安達雅夫・川本信幹・速⽔博司『⽇本語検定公式テキスト・例題集 「⽇本語」上級 増補改訂版』東京
書籍 2020 年 

実務家教員によ

る授業 
 教 員
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

111AC13 実務基礎能力論 

１A〜４A 
適性検査の傾向と対策 関 雄介・⽥中奏タ 

⼤野俊尚・⽥邉友昭 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード SPI 四則計算 割合 濃度 速度 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

近年、多くの企業の就職試験に適性検査が導⼊されている。適性検査は能⼒適性検査と性格適性検査の 2 つから構成さ
れており、能⼒適性検査では主に国語（⾔語分野）や数学（⾮⾔語分野）などの実務に必要な能⼒が問われる。本講義
では、社会⼈になった時に求められる実務をこなせる基礎能⼒の習得を第⼀の⽬的としており、主に⾮⾔語分野につい
ての習熟を⽬指す。 

到
達
目
標 

計算能⼒の正確さとスピードの向上、⽂字変数を利⽤した解法の習熟等、適性検査に必要なスキルのブラッシュアップ
を⽬標とする。 

講
義
内
容 

SPI3、GAB などの問題及びこれらの問題に必要となる数学について演習を⾏う。数多くの問題を解くことで、その解法
の理解が進み、解答にかかる時間が短縮される。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 ガイダンス 授業の必要性と今後の流れ 
第２講 四則計算(1) 計算の復習 
第３講 四則計算(2) ⽂字式の計算と⽅程式 
第４講 グラフの問題 不等式とグラフ 
第５講 ⾦銭の問題(1) 料⾦の割引 
第６講 ⾦銭の問題(2) 料⾦の精算 
第７講 ⾦銭の問題(3) 損益算 
第８講 ⾦銭の問題(4) 分割払い 
第９講 ⼩テスト 前半のまとめ 
第10講 割合の問題 百分率、仕事算 
第11講 速さの問題 速さ・時間・距離 
第12講 順列の問題 場合の数（順列） 
第13講 組み合わせの問題 場合の数（組み合わせ） 
第14講 確率の問題 サイコロとコイン、カードと⾊⽟など 
第15講 資料の読取問題 表やグラフなど 

指導方法 
毎回、講義スケジュールに沿ったテーマで演習問題を実施し、解答およびその解説を⾏う。また、適宜、テ
キスト以外の資料を配付する。 

事前学習 
これまでに学んできた数学の知⾒をおさらいしたうえで、この授業に備える。1 時間 30 分程度の学習時間を
⽬安とする。 

事後学習 
授業内で解いた演習問題をあらためて解き、解法・解説とともに⾃分で他の問題に取り組んで、解法の定着
を図る。1 時間 30 分程度の学習時間を⽬安とする。 

成績評価方法 
本試験（筆記試験）50％、平常点（授業内テスト等）50%で総合的に評価する。なお、コース分けによる成
績結果の公平性の担保のため、単位取得時の評価はコースにより異なる。 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
随時、授業内でフィードバックする。 

テキスト 初回授業で指⽰する。 

参考文献 柳本 新⼆『「1 ⽇ 10 分」から始める SPI 基本問題集 27 年版』 ⼤和書房。 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 プレイスメントテストの成績により、1、2、3、4 のコース分けを実施する。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

121AC14 実務基礎能力論 

１B〜４B 適性検査の傾向と対策 関 雄介・⽥中奏タ 
⼤野俊尚・⽥邉 友昭 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード SPI 四則計算 割合 濃度 速度 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 実務基礎能⼒論１A〜４A 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

近年、多くの企業の就職試験に適性検査が導⼊されている。適性検査は能⼒適性検査と性格適性検査の 2 つから構成さ
れており、能⼒適性検査では主に国語（⾔語分野）や数学（⾮⾔語分野）などの実務に必要な能⼒が問われる。本講義
では、社会⼈になった時に求められる実務をこなせる基礎能⼒の習得を第⼀の⽬的としており、主に⾮⾔語分野につい
ての習熟を⽬指す。 

到
達
目
標 

計算能⼒の正確さとスピードの向上、⽂字変数を利⽤した解法の習熟等、適性検査に必要なスキルのブラッシュアップ
を⽬標とする。 

講
義
内
容 

SPI3、GAB などの問題及びこれらの問題に必要となる数学について演習を⾏う。数多くの問題を解くことで、その解法
の理解が進み、解答にかかる時間が短縮される。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 後期ガイダンス 計算の復習 
第２講 ⾷塩⽔の問題(1) 塩の量を求める 
第３講 ⾷塩⽔の問題(2) 濃度の公式を活⽤する 
第４講 集合の問題 2 つの場合、3 つの場合 
第５講 ⽐率の問題 百分率、割合など 
第６講 速さの問題(1) 通過算など 
第７講 速さの問題(2) 動く歩道の計算 
第８講 ⼩テスト 前半のまとめ 
第９講 計算の応⽤問題(1) 年齢算など 
第10講 計算の応⽤問題(2) 鶴⻲算など 
第11講 推論の問題(1) 論理 
第12講 推論の問題(2) 順序関係・位置関係 
第13講 SPI 模試 ⾔語、⾮⾔語の模試 
第14講 資料の読み取り問題 数値算出の⻑⽂ 
第15講 まとめ 適性検査の全体像 

指導方法 
毎回、講義スケジュールに沿ったテーマで演習問題を実施し、解答およびその解説を⾏う。また、適宜、テ
キスト以外の資料を配付する。 

事前学習 
これまでに学んできた数学の知⾒をおさらいしたうえで、この授業に備える。1 時間 30 分程度の学習時間を
⽬安とする。 

事後学習 
授業内で解いた演習問題をあらためて解き、解法・解説とともに⾃分で他の問題に取り組んで、解法の定着
を図る。1 時間 30 分程度の学習時間を⽬安とする。 

成績評価方法 
本試験（筆記試験）50％、平常点（授業内テスト等）50%で総合的に評価する。なお、コース分けによる成
績結果の公平性の担保のため、単位取得時の評価はコースにより異なる。 

課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 
随時、授業内でフィードバックする。 

テキスト 初回授業で指⽰する。 
参考文献 柳本 新⼆『「1 ⽇ 10 分」から始める SPI 基本問題集 27 年版』 ⼤和書房。 
実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 実務基礎能⼒論Ａ（前期）の本試験の成績により、1、2、3、4 のコース分けを⾏う。 



講
義
要
綱（
基
礎
科
目
）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

111AC13 実務基礎能力論 

１A〜４A 
適性検査の傾向と対策 関 雄介・⽥中奏タ 

⼤野俊尚・⽥邉友昭 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード SPI 四則計算 割合 濃度 速度 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

近年、多くの企業の就職試験に適性検査が導⼊されている。適性検査は能⼒適性検査と性格適性検査の 2 つから構成さ
れており、能⼒適性検査では主に国語（⾔語分野）や数学（⾮⾔語分野）などの実務に必要な能⼒が問われる。本講義
では、社会⼈になった時に求められる実務をこなせる基礎能⼒の習得を第⼀の⽬的としており、主に⾮⾔語分野につい
ての習熟を⽬指す。 

到
達
目
標 

計算能⼒の正確さとスピードの向上、⽂字変数を利⽤した解法の習熟等、適性検査に必要なスキルのブラッシュアップ
を⽬標とする。 

講
義
内
容 

SPI3、GAB などの問題及びこれらの問題に必要となる数学について演習を⾏う。数多くの問題を解くことで、その解法
の理解が進み、解答にかかる時間が短縮される。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 ガイダンス 授業の必要性と今後の流れ 
第２講 四則計算(1) 計算の復習 
第３講 四則計算(2) ⽂字式の計算と⽅程式 
第４講 グラフの問題 不等式とグラフ 
第５講 ⾦銭の問題(1) 料⾦の割引 
第６講 ⾦銭の問題(2) 料⾦の精算 
第７講 ⾦銭の問題(3) 損益算 
第８講 ⾦銭の問題(4) 分割払い 
第９講 ⼩テスト 前半のまとめ 
第10講 割合の問題 百分率、仕事算 
第11講 速さの問題 速さ・時間・距離 
第12講 順列の問題 場合の数（順列） 
第13講 組み合わせの問題 場合の数（組み合わせ） 
第14講 確率の問題 サイコロとコイン、カードと⾊⽟など 
第15講 資料の読取問題 表やグラフなど 

指導方法 
毎回、講義スケジュールに沿ったテーマで演習問題を実施し、解答およびその解説を⾏う。また、適宜、テ
キスト以外の資料を配付する。 

事前学習 
これまでに学んできた数学の知⾒をおさらいしたうえで、この授業に備える。1 時間 30 分程度の学習時間を
⽬安とする。 

事後学習 
授業内で解いた演習問題をあらためて解き、解法・解説とともに⾃分で他の問題に取り組んで、解法の定着
を図る。1 時間 30 分程度の学習時間を⽬安とする。 

成績評価方法 
本試験（筆記試験）50％、平常点（授業内テスト等）50%で総合的に評価する。なお、コース分けによる成
績結果の公平性の担保のため、単位取得時の評価はコースにより異なる。 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
随時、授業内でフィードバックする。 

テキスト 初回授業で指⽰する。 

参考文献 柳本 新⼆『「1 ⽇ 10 分」から始める SPI 基本問題集 27 年版』 ⼤和書房。 

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 プレイスメントテストの成績により、1、2、3、4 のコース分けを実施する。 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

121AC14 実務基礎能力論 

１B〜４B 適性検査の傾向と対策 関 雄介・⽥中奏タ 
⼤野俊尚・⽥邉 友昭 １年次後期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード SPI 四則計算 割合 濃度 速度 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 実務基礎能⼒論１A〜４A 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

近年、多くの企業の就職試験に適性検査が導⼊されている。適性検査は能⼒適性検査と性格適性検査の 2 つから構成さ
れており、能⼒適性検査では主に国語（⾔語分野）や数学（⾮⾔語分野）などの実務に必要な能⼒が問われる。本講義
では、社会⼈になった時に求められる実務をこなせる基礎能⼒の習得を第⼀の⽬的としており、主に⾮⾔語分野につい
ての習熟を⽬指す。 

到
達
目
標 

計算能⼒の正確さとスピードの向上、⽂字変数を利⽤した解法の習熟等、適性検査に必要なスキルのブラッシュアップ
を⽬標とする。 

講
義
内
容 

SPI3、GAB などの問題及びこれらの問題に必要となる数学について演習を⾏う。数多くの問題を解くことで、その解法
の理解が進み、解答にかかる時間が短縮される。 

講
義
+
,
-
.
/
0 

 タイトル 内容 
第１講 後期ガイダンス 計算の復習 
第２講 ⾷塩⽔の問題(1) 塩の量を求める 
第３講 ⾷塩⽔の問題(2) 濃度の公式を活⽤する 
第４講 集合の問題 2 つの場合、3 つの場合 
第５講 ⽐率の問題 百分率、割合など 
第６講 速さの問題(1) 通過算など 
第７講 速さの問題(2) 動く歩道の計算 
第８講 ⼩テスト 前半のまとめ 
第９講 計算の応⽤問題(1) 年齢算など 
第10講 計算の応⽤問題(2) 鶴⻲算など 
第11講 推論の問題(1) 論理 
第12講 推論の問題(2) 順序関係・位置関係 
第13講 SPI 模試 ⾔語、⾮⾔語の模試 
第14講 資料の読み取り問題 数値算出の⻑⽂ 
第15講 まとめ 適性検査の全体像 

指導方法 
毎回、講義スケジュールに沿ったテーマで演習問題を実施し、解答およびその解説を⾏う。また、適宜、テ
キスト以外の資料を配付する。 

事前学習 
これまでに学んできた数学の知⾒をおさらいしたうえで、この授業に備える。1 時間 30 分程度の学習時間を
⽬安とする。 

事後学習 
授業内で解いた演習問題をあらためて解き、解法・解説とともに⾃分で他の問題に取り組んで、解法の定着
を図る。1 時間 30 分程度の学習時間を⽬安とする。 

成績評価方法 
本試験（筆記試験）50％、平常点（授業内テスト等）50%で総合的に評価する。なお、コース分けによる成
績結果の公平性の担保のため、単位取得時の評価はコースにより異なる。 

課題（試験・レポート）に対す

るフィードバックの方法 
随時、授業内でフィードバックする。 

テキスト 初回授業で指⽰する。 
参考文献 柳本 新⼆『「1 ⽇ 10 分」から始める SPI 基本問題集 27 年版』 ⼤和書房。 
実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 実務基礎能⼒論Ａ（前期）の本試験の成績により、1、2、3、4 のコース分けを⾏う。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC15 編入学対策 四年制⼤学で学ぶために ⾼橋 真悟 １年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 編⼊学・四年制⼤学・⼀般選抜・志望理由書 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術Ａ、基礎英語、政治経済、経済学Ａ 
オフィスアワー ⽕・⾦（時間は応相談）または授業後 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

編⼊学は、短⼤卒業後に四年制⼤学の３年次（場合によっては２年次）に⼊学するものですが、すべての四年制⼤学が実施して
いるわけではありません。また、試験科⽬や短⼤時に取得すべき必要単位数も⼤学によって異なっています。この講義は、編⼊
学（とくに⼀般選抜）をすると決めている学⽣、または編⼊学をする可能性のある学⽣のために必要な情報提供や対策をしてい
きます。 

到
達
目
標 

編⼊学試験の概要を理解したうえで、⽬指す⼤学の試験科⽬の問題が解けるようになることを⽬標とします。本講義は「指定校
推薦選抜」と「⼀般選抜」の両⽅に対応していますが、とくに対策が必要な⼀般選抜の過去問題を解けるように指導していきま
す。 

講
義
内
容 

前半では、「編⼊学とは」から始まり、ほぼすべての受験者が書く「志望理由書」の書き⽅を学びます。終盤に取り組む⼩論⽂
対策につなげるために、中盤以降は読解⼒を養成し、時事問題に通じる社会科学系科⽬の知識を⾝に付けます。英語の勉強⽅法
を序盤に説明するほか、⾯接練習や志望理由書の添削は必要に応じて随時⾏います。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 編⼊学とは・授業内容の説明・プレテスト 
第２講 英語⼒について 編⼊学に必要な英語⼒と勉強⽅法 
第３講 志望理由書を書く（１） 志望理由書とは・指定校推薦選抜と⼀般選抜の違い 
第４講 志望理由書を書く（２） 編⼊学後に学びたいこと（学問分野）を考える 
第５講 志望理由書を書く（３） なぜその⼤学・学部・学科なのか 
第６講 読解⼒をつける（１） ⽂章の要点をつかむ 
第７講 読解⼒をつける（２） ⽂章全体をまとめる 
第８講 読解⼒をつける（３） ⽂章を読んで批判する 
第９講 社会科学系の知識（１） 現代の政治問題とその背景 
第10講 社会科学系の知識（２） 現代の経済問題とその背景 
第11講 社会科学系の知識（３） 現代の社会問題とその背景 
第12講 ⼩論⽂を書く（１） ⼩論⽂の型（序論・本論・結論）に従って書く 
第13講 ⼩論⽂を書く（２） 説得⼒のある根拠を意識して書く 
第14講 ⼩論⽂を書く（３） 全体のつながりを意識して書く 
第15講 ⾯接対策・まとめ 相⼿に⼝頭で伝える練習・これまでの復習 

指導方法 
講義はプリントを中⼼に⾏います。また、毎回授業内課題（志望理由書や編⼊学の過去問題等）に取り組んでもら
います。可能な限り少⼈数にして、受講者の反応を⾒ながら指導していきます。 

事前学習 
次回扱う内容がどのようなものかをインターネットや編⼊学関係の資料で調べ、事前に知りたい内容を確認してお
く（1 時間半程度）。 

事後学習 
授業プリントを⼀通り読み直した後、講義内容を復習する。編⼊する志望⼤学が決まっている場合は過去問題を解
いてみる。また、必要に応じて志望理由書を書いて次回提出する（1 時間半程度）。 

成績評価方法 平常点（授業内課題）70%、本試験（レポート）30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内で解説します。 

テキスト 特になし。毎回プリントを配布します。 

参考文献  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 初回に実施するプレテストを受けない場合、または基準点に達しない場合は受講不可。ただし、この授業を履修し
なくても、必要に応じて個別に編⼊学の指導を⾏います。 

 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC16 キャリア実践 JR 東⽇本、JR 東海の内定へ ⽥邉 友昭 1 年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 就職活動、基礎学⼒、コミュニケーションスピード、⾮⾔語能⼒ 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 「キャリアデザイン」「⾃⼰表現法」「実務基礎能⼒論 1A・2A」 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

本学で志望者の多い JR 東⽇本、JR 東海への就職内定に向けた就職⽀援講座です。多くの学⽣が応募する企業ですから、「基礎
学⼒」「コミュニケーションスキル」「⾮⾔語能⼒(ノンバーバルコミュニケーション)」が問われます。その能⼒を⾝につけるた
めの講義になります。特に、⾯接練習も含め、積極的に参加し、「理解する」ではなく「できる」ようになってください。 

到
達
目
標 

JR 東⽇本、JR 東海への内定レベルが到達⽬標です。そのために、少⼈数(mac10 名)で進めます。最初に、受講資格確認試験を
課し、そのうえで、お互いが切磋琢磨できるメンバーと⾃⾝の能⼒開発をしていきます。SPI、クレペリンは、もちろん⾯接が
最重要になります。⾯接官が訊きたいことを答えられるようにしてください。 

講
義
内
容 

「基礎能⼒」「コミュニケーションスキル」「⾮⾔語能⼒(ノンバーバルコミュニケーション)」を⾝につける実践講座です。過去
の先輩たちがどのようにして、内定を取ってきたのかを振り返り、各企業の有価証券報告書、中期経営計画などを読み込み、企
業が求めている⼈材に近づけていきます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 受講資格確認試験 
第２講 就職活動のポイント ⾯接が最重要テーマ 
第３講 JR 東⽇本を知る 東⽇本旅客鉄道の有価証券報告書、中期経営計画 
第４講 JR 東海を知る 東海旅客鉄道有価証券報告書、中期経営計画 
第５講 JR 東⽇本、JR 東海の先輩を知る 卒業⽣、内定者の努⼒⼯夫を知る 
第６講 就活の選考ポイント ⾯接官が何を⾒ているのかを感じる 
第７講 エントリーシート エントリーシートを読み、何を聞かれるかを予測する 
第８講 模擬⾯接(1) 志望動機 
第９講 模擬⾯接(2) 学⽣時代に⼒を⼊れたこと 
第10講 模擬⾯接(3) 有価証券報告書を踏まえて 
第11講 グループディスカッション(1) 担当分けを理解する 
第12講 グループディカッション(2) お題に合わせた対応策 
第13講 クレペリン 結果から何を⾒られているのか 
第14講 コミュニケーションスピード 志望度を感じさせる⾯接 
第15講 まとめ なぜ、JR 東⽇本、JR 東海に⼊りたいのか 

指導方法 
「きっかけ」を教えますが、最終的には、⾃分⾃⾝で理解し⾏動することが求められます。実戦練習を踏まえて、
⾃分で「できる」ようになるよう指導します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテーマに沿って、事前準備し課題をもって授業に臨むことが必要である。
1時間30分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間30分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(グループワーク、発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにてフィードバックします。 

テキスト なし 

参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989年〜2004年㈱リクルート、その後 2 社  
2009年 1⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項 第⼀講で受講資格確認試験を受けていない学⽣は受講できない。 
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義
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）
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC15 編入学対策 四年制⼤学で学ぶために ⾼橋 真悟 １年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 編⼊学・四年制⼤学・⼀般選抜・志望理由書 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 ⽂章表現技術Ａ、基礎英語、政治経済、経済学Ａ 
オフィスアワー ⽕・⾦（時間は応相談）または授業後 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

編⼊学は、短⼤卒業後に四年制⼤学の３年次（場合によっては２年次）に⼊学するものですが、すべての四年制⼤学が実施して
いるわけではありません。また、試験科⽬や短⼤時に取得すべき必要単位数も⼤学によって異なっています。この講義は、編⼊
学（とくに⼀般選抜）をすると決めている学⽣、または編⼊学をする可能性のある学⽣のために必要な情報提供や対策をしてい
きます。 

到
達
目
標 

編⼊学試験の概要を理解したうえで、⽬指す⼤学の試験科⽬の問題が解けるようになることを⽬標とします。本講義は「指定校
推薦選抜」と「⼀般選抜」の両⽅に対応していますが、とくに対策が必要な⼀般選抜の過去問題を解けるように指導していきま
す。 

講
義
内
容 

前半では、「編⼊学とは」から始まり、ほぼすべての受験者が書く「志望理由書」の書き⽅を学びます。終盤に取り組む⼩論⽂
対策につなげるために、中盤以降は読解⼒を養成し、時事問題に通じる社会科学系科⽬の知識を⾝に付けます。英語の勉強⽅法
を序盤に説明するほか、⾯接練習や志望理由書の添削は必要に応じて随時⾏います。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 編⼊学とは・授業内容の説明・プレテスト 
第２講 英語⼒について 編⼊学に必要な英語⼒と勉強⽅法 
第３講 志望理由書を書く（１） 志望理由書とは・指定校推薦選抜と⼀般選抜の違い 
第４講 志望理由書を書く（２） 編⼊学後に学びたいこと（学問分野）を考える 
第５講 志望理由書を書く（３） なぜその⼤学・学部・学科なのか 
第６講 読解⼒をつける（１） ⽂章の要点をつかむ 
第７講 読解⼒をつける（２） ⽂章全体をまとめる 
第８講 読解⼒をつける（３） ⽂章を読んで批判する 
第９講 社会科学系の知識（１） 現代の政治問題とその背景 
第10講 社会科学系の知識（２） 現代の経済問題とその背景 
第11講 社会科学系の知識（３） 現代の社会問題とその背景 
第12講 ⼩論⽂を書く（１） ⼩論⽂の型（序論・本論・結論）に従って書く 
第13講 ⼩論⽂を書く（２） 説得⼒のある根拠を意識して書く 
第14講 ⼩論⽂を書く（３） 全体のつながりを意識して書く 
第15講 ⾯接対策・まとめ 相⼿に⼝頭で伝える練習・これまでの復習 

指導方法 
講義はプリントを中⼼に⾏います。また、毎回授業内課題（志望理由書や編⼊学の過去問題等）に取り組んでもら
います。可能な限り少⼈数にして、受講者の反応を⾒ながら指導していきます。 

事前学習 
次回扱う内容がどのようなものかをインターネットや編⼊学関係の資料で調べ、事前に知りたい内容を確認してお
く（1 時間半程度）。 

事後学習 
授業プリントを⼀通り読み直した後、講義内容を復習する。編⼊する志望⼤学が決まっている場合は過去問題を解
いてみる。また、必要に応じて志望理由書を書いて次回提出する（1 時間半程度）。 

成績評価方法 平常点（授業内課題）70%、本試験（レポート）30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内で解説します。 

テキスト 特になし。毎回プリントを配布します。 

参考文献  

実務家教員によ

る授業 
 教 員

経 歴 
 

特記事項 初回に実施するプレテストを受けない場合、または基準点に達しない場合は受講不可。ただし、この授業を履修し
なくても、必要に応じて個別に編⼊学の指導を⾏います。 

 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC16 キャリア実践 JR 東⽇本、JR 東海の内定へ ⽥邉 友昭 1 年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 就職活動、基礎学⼒、コミュニケーションスピード、⾮⾔語能⼒ 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 「キャリアデザイン」「⾃⼰表現法」「実務基礎能⼒論 1A・2A」 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 t.tanabe@toko.hosho.ac.jp 

講
義
#
目
的 

本学で志望者の多い JR 東⽇本、JR 東海への就職内定に向けた就職⽀援講座です。多くの学⽣が応募する企業ですから、「基礎
学⼒」「コミュニケーションスキル」「⾮⾔語能⼒(ノンバーバルコミュニケーション)」が問われます。その能⼒を⾝につけるた
めの講義になります。特に、⾯接練習も含め、積極的に参加し、「理解する」ではなく「できる」ようになってください。 

到
達
目
標 

JR 東⽇本、JR 東海への内定レベルが到達⽬標です。そのために、少⼈数(mac10 名)で進めます。最初に、受講資格確認試験を
課し、そのうえで、お互いが切磋琢磨できるメンバーと⾃⾝の能⼒開発をしていきます。SPI、クレペリンは、もちろん⾯接が
最重要になります。⾯接官が訊きたいことを答えられるようにしてください。 

講
義
内
容 

「基礎能⼒」「コミュニケーションスキル」「⾮⾔語能⼒(ノンバーバルコミュニケーション)」を⾝につける実践講座です。過去
の先輩たちがどのようにして、内定を取ってきたのかを振り返り、各企業の有価証券報告書、中期経営計画などを読み込み、企
業が求めている⼈材に近づけていきます。 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 オリエンテーション 受講資格確認試験 
第２講 就職活動のポイント ⾯接が最重要テーマ 
第３講 JR 東⽇本を知る 東⽇本旅客鉄道の有価証券報告書、中期経営計画 
第４講 JR 東海を知る 東海旅客鉄道有価証券報告書、中期経営計画 
第５講 JR 東⽇本、JR 東海の先輩を知る 卒業⽣、内定者の努⼒⼯夫を知る 
第６講 就活の選考ポイント ⾯接官が何を⾒ているのかを感じる 
第７講 エントリーシート エントリーシートを読み、何を聞かれるかを予測する 
第８講 模擬⾯接(1) 志望動機 
第９講 模擬⾯接(2) 学⽣時代に⼒を⼊れたこと 
第10講 模擬⾯接(3) 有価証券報告書を踏まえて 
第11講 グループディスカッション(1) 担当分けを理解する 
第12講 グループディカッション(2) お題に合わせた対応策 
第13講 クレペリン 結果から何を⾒られているのか 
第14講 コミュニケーションスピード 志望度を感じさせる⾯接 
第15講 まとめ なぜ、JR 東⽇本、JR 東海に⼊りたいのか 

指導方法 
「きっかけ」を教えますが、最終的には、⾃分⾃⾝で理解し⾏動することが求められます。実戦練習を踏まえて、
⾃分で「できる」ようになるよう指導します。 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテーマに沿って、事前準備し課題をもって授業に臨むことが必要である。
1時間30分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることによ
り、授業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間30分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 平常点(グループワーク、発⾔・発表、授業アンケート)  70%     平常点(授業内課題など) 30% 
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
各⾃のメールにてフィードバックします。 

テキスト なし 

参考文献 なし 

実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 

1989年〜2004年㈱リクルート、その後 2 社  
2009年 1⽉〜現在 ええ⼈材採⽤研究所 

特記事項 第⼀講で受講資格確認試験を受けていない学⽣は受講できない。 
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ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

122AC17 未来デザイン 
⾃信とコミュニケーション⼒を育む 

成功の技術 松井 英幸 １年次後期 2 

科目区分 基 礎 キーワード 
⾃⼰肯定感、成功の哲学、⽬標達成、⾃⼰変⾰、選択理論、ペップトーク、 
コーチング、コミュニケーション 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 
カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 
事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー 授業終了後、次の授業に⽀障がない範囲で教室内にて対応します。 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

本講義は、学⽣の⾃⼰肯定感を⾼め、「⾃分にはできる⼒がある」という実感を持てるようになることを⽬的とする。そのため
に、成功のマスタースキルを基盤とし、コーチング、コミュニケーションスキルを活⽤しながら、成功体験を積み重ねる実践的
な学習を⾏う。また、⾃⼰変⾰の重要性を理解し、前向きな⾏動を促すために、書籍 『変わる勇気』 を講義の教材として⽤
い、学⽣が⾃⾝の成⻑プロセスを深く考察できるよう⽀援する。 

到
達
目
標 

本講義では、マスタースキル、コーチングツール、コミュニケーションスキル、および書籍『変わる勇気』 を活⽤し、学⽣が
⾃⼰肯定感を⾼めながら、コミュニケーション⼒と⽬標達成のスキルを⾝につけることを⽬的とします。本講義を通じて、以下
の 5 つの⽬標を達成することを⽬指します。 
1.⾃⼰理解と⾃⼰肯定感の向上  2.成功体験の積み重ねと⾏動⼒の向上 3.コーチングスキルとポジティブな対話の習得  4.チー
ムワークとリーダーシップの強化  5.継続的な⾃⼰成⻑の習慣化 

講
義
内
容 

本講義は、マスタースキルプログラム をもとに、5 つのフェーズ に分けて学習を進めます。各フェーズでは、コーチングツール、コミ
ュニケーションカード、『変わる勇気』 を適切に活⽤し、学⽣が実践的なスキルを⾝につけられるよう設計されています。 
フェーズ 1: ⾃⼰理解とマインドセットの確⽴（第 1 講〜第 4 講）  
フェーズ 2: ⼩さな成功体験とポジティブ思考の習得（第 5 講〜第 7 講）  
フェーズ 3: コミュニケーションと対話スキルの向上（第 8 講〜第 10 講）  
フェーズ 4: ⽬標達成プロセスの実践（第 11 講〜第 13 講）  
フェーズ 5: 成果発表と今後の成⻑計画（第 14 講〜第 15 講）  
 

講
義
#
$
%
&
'
( 

 タイトル 内容 
第１講 ⾃⼰肯定感とは ⾃⼰肯定感の重要性を学び、今の⾃分を知る 
第２講 成功の技術の基本 成功者の思考を学ぶ 
第３講 ⽬標達成の技術 ⼩さなゴールを設定 
第４講 変わる勇気を持つ レジリエンスと変化への抵抗をなくす 
第５講 ⼩さな成功体験を積む 「成功体験ノート」をつけ、⾃信を⾼める 
第６講 思考を変えれば未来が変わる ポジティブな思考習慣を学ぶ 
第７講 ⾔葉の⼒とペップトーク コーチングを活⽤し、⾃分を励ます⾔葉の使い⽅を学ぶ 
第８講 コミュニケーションカード ⾃分の個性を知り、相⼿に伝えるトレーニング 
第９講 コミュニケーションカード 他者との相互理解を深めるワーク 
第10講 コーチングを活⽤した対話 相⼿の話を引き出す「質問⼒」を⾼める 
第11講 実践ワークショップ ⽬標を持ち、それに向かって⾏動する 
第12講 実践ワークショップ ⾃分の成⻑を振り返り、フィードバックをもらう 
第13講 未来を切り拓く⼒ ⽬標達成のプロセスを実際に体験する 
第14講 プレゼンテーションスキル ⾃分の成⻑を発表し、成功体験を深める 
第15講 まとめと今後のアクションプラン これからの⼈⽣にどう活かすかを決める 

指導方法 ワークショップ形式を中⼼としたアクティブラーニングを実施する 

事前学習 
授業前の事前学習として、各回のテキスト該当ページを⼀読し、未習の⽤語等について明らかにし、課題をもって授業に
臨むことが必要である。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

事後学習 
授業後の事後学習として、授業時に学習した以外の事例について参考⽂献を調べ、⾃分で考察をまとめることにより、授
業で学んだ知識が定着し、理解を深めることができる。1 時間 30 分程度の学習時間が⽬安である。 

成績評価方法 ・出席・参加度（50%） ・課題・レポート（30%） ・期末プレゼンテーション（20％）  
課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 

・コーチングを通じて個別フィードバックを実施 
・成果よりも「挑戦したこと」を評価し、成功体験を促進 

テキスト なし 

参考文献 

『成功の哲学』『目標達成の技術』『選択理論: 幸せの心理学』『ピークパフォーマンスのためのペップトーク』『変わる勇気』 

「リーダーは“変わる勇気”を持つ人」——これは今後の人生にも通じる考え方です。ラグビー指導者としての挫折を経て、選手

の自主性を尊重する指導法へ転換。社会でも、安全や接客、チームワークの向上には柔軟なリーダーシップが不可欠です。本

書籍では、「変化に適応する力」を学び、未来の社会人としてのプロフェッショナルとしての視点を養います。 

実務家教員によ

る授業 
 教員経歴  

特記事項 なし 

 

ナンバリング 科目名 サブタイトル 担当教員 配当年学期 単位数 

112AO01 特別教養講座 A 広く、深く学ぶ 中野 潤 
⾼橋 真悟 １年次前期 ２ 

科目区分 基 礎 キーワード 鉄道・交通・観光・現場の生の声・卒業生 

ディプロマポリシーとの対応 1. 時代や社会の要請に対応できる能⼒ 

カリキュラムポリシーとの対応 1. ⼀般教養および専⾨的（交通・観光関係）な知識と実践⼒とを総合的に⾝につける 

事前に受講するとよい科目 特になし 
オフィスアワー ⽕・⾦（時間は応相談）または授業後 
教員への連絡方法 教員の短⼤メールアドレス 

講
義
#
目
的 

本講義は、交通・流通・観光等の専⾨分野から様々な切り⼝で講義が⾏われることにより、⼀つの分野の奥深さを学ぶ
とともに、多様な分野の知識を幅広く⾝につけることを⽬的として講義を⾏います。 

到
達
目
標 

⼀つの分野の奥深さを知ること、そして⼤学⽣として知っておくべき教養や社会⼈としての常識を幅広く⾝につけるこ
とが、この講義の到達⽬標です。 

講
義
内
容 

本講義は他の講義と異なり、外部から講師の先⽣をお招きして、毎回違ったテーマで講義が⾏われます。講師の先⽣⽅は、⼤学
の先⽣を始めとして、企業で実際に活躍されている先⽣もいることから、その業界を⽬指す⼈にとっては、現場の「⽣の声」を
聴く貴重な経験となるはずです。また、各界で活躍している卒業⽣の⽅の講義もあり、特別教養講座は、「広く、深く」学ぶこ
とが出来る講座といえます。 

講
義
#
$
%
&
'
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 タイトル 内容 
第１講  「特別教養講座⽇程表」および各講義の要綱を参照 
第２講   
第３講   
第４講   
第５講   
第６講   
第７講   
第８講   
第９講   
第10講   
第11講   
第12講   
第13講   
第14講   
第15講   

指導方法 
原則として講義形式で授業が進められ、最後に質問を受け付けます。それぞれが独⽴した講義なので、質問のある
場合は、必ずそれぞれの講義内でしてください。 

事前学習 
次回の講師がどのような⼈でどのような内容の講義なのかを学⽣要覧で確認してください。そのうえで関連する情
報（講師が所属する企業等のホームページなど）を確認しましょう（1 時間半程度）。 

事後学習 
配布された資料などを⾒直し、講義内容をまとめましょう。その際、重要な点などを書き残しておく必要がありま
す（1 時間半程度）。 

成績評価方法 
平常点（授業内課題）60％、本試験（レポート）40％ を総合して評価します。 レポートの詳細については、学期
後半に学内掲⽰板で連絡します。 

課題（試験・レポート）に対する

フィードバックの方法 
授業内または Classroom で解説します。 

テキスト 毎回、各講師が⽤意した資料を配布します。 

参考文献 特になし。 

実務家教員によ

る授業 
〇 教 員

経 歴 
「特別教養講座⽇程表」および各講義の要綱を参照 

特記事項 学外から講師や聴講生が来ます。私語・飲食厳禁の他、講師や来客に失礼のないようにすること。 

公開講座/基礎科目 




